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  2 ～ 21㌻
22 ～ 23　
24 ～ 31　
32 ～ 35　
36 ～ 39　
40 ～ 43　

日本の棚田百選に認定されている福島棚田で笑顔を見せ
ながら刈り取った稲を見せる飯山市立東小学校の児童

◑ COVER《表紙》

■変える変わる冬の暮らし「雪かき支援事業」 本格スタート（4㌻）

■住宅屋根克雪化事業９割を先に交付【〆切10/31】（5㌻）

■河川敷の立木の伐採希望者（企業・団体・個人）募集【営利目的も OK】（19㌻）

冬に皆さんが安心して暮らせるための新しい政策
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クローズアップ 地域を水害から守る

信
濃
川
水
系
緊
急
治
水

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
国
土
交
通
省
で
は
、
令
和
元

年
東
日
本
台
風
災
害
を
受
け
、

信
濃
川
水
系
（
千
曲
川
・
信

濃
川
）
に
お
い
て
、
早
期
の
復

旧
・
復
興
、
さ
ら
な
る
安
全
・

安
心
の
確
保
に
向
け
て
、
流
域

内
の
国
・
県
・
市
町
村
の
関
係

者
が
連
携
し
、
河
川
整
備
に
よ

る
「
ハ
ー
ド
対
策
」
と
地
域
連

携
に
よ
る
「
ソ
フ
ト
対
策
」
を

一
体
的
か
つ
緊
急
的
に
進
め
る

た
め
、「
信
濃
川
水
系
緊
急
治

水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
鋭

意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
９
年
度
ま
で
に
、「
令

和
元
年
東
日
本
台
風
洪
水
に

お
け
る
千
曲
川
本
川
か
ら
の
越

水
等
に
よ
る
家
屋
部
の
浸
水
防

止
」
を
目
標
に
、
河
道
掘
削
、

遊
水
地
整
備
、
堤
防
整
備
等
を

進
め
て
い
ま
す
。

飯
山
市
内
に
お
け
る河川

整
備

　
飯
山
市
内
に
お
け
る
国
（
千

曲
川
河
川
事
務
所
）
の
主
な
河

川
整
備
と
し
て
、「
戸
狩
狭
窄

部
河
道
掘
削
」、「
蓮
遊
水
地
整

備
」、「
堤
防
整
備
（
静
間
、
常

郷
地
区
）」
が
あ
り
ま
す
。
狭

窄
部
河
道
掘
削
は
、
上
下
流
バ

ラ
ン
ス
等
に
配
慮
し
な
が
ら
、

今
年
度
も
継
続
し
て
工
事
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
国
で
は
、

遊
水
地
整
備
事
業
へ
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
地
元
の
皆
さ

ま
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

堤
防
整
備
は
、
今
後
、
用
地
取

得
に
向
け
地
元
協
議
を
進
め
る

予
定
で
す
。N
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県管理

国管理

行われている３つの整備

洪水時の水位を低下させ
るため、河道を掘って水が
流れる面積を広くします

洪水時の氾濫を防ぐ
ため、堤防整備を行
います堤防整備

洪水時に一時的に水を貯
めて下流に流れる水の量
を減らします

飯山地区
MIZBE ステーション

（イメージ図）

道の駅「花の駅 千曲川」
北に整備し、規模は道の
駅の約３～４倍を予定。

河道掘削

遊水地整備

信 濃 川 水 系 緊 急 治 水 対 策 プ ロ ジ ェ クト

３つの柱

治水対策

河川における
対策

流域における
対策

まちづくり・ソフト
施策

流域が一体となった

■戸狩狭窄部【国】河道掘削
位置：湯滝橋上流
工期：令和３年２月～（実施中）
状況：湯滝橋上流でバックホウ台船
　　　を利用した河道掘削を実施

■蓮遊水地【国】
位置：蓮地区（計画検討中）
状況：調査検討、地元調整等

■静間地区【国】堤防整備
位置：静間地区付近
状況：用地取得に向け地元協議等

千曲川千曲川

北町工区
（皿川堤防）の３つの主な工事 ■常郷地区【国】堤防整備

位置：今井区（川面）付近
状況：用地取得に向け地元協議等

千曲川

■下境工区【県】堤防整備
位置：下境区付近
工期：令和２年 12 月に完成 完

■照岡馬場工区【県】堤防整備
位置：市川橋付近
工期：令和６年度完成予定
状況：千曲川本川の堤防整備がほぼ完成
　　　し、現在支川の護岸工事を実施中

古牧橋古牧橋古牧橋古牧橋古牧橋古牧橋古牧橋古牧橋古牧橋古牧橋古牧橋古牧橋古牧橋古牧橋

現在、長野県では、皿川堤防の補強工事
を進めています。また、まもなく JR 部の
付け替え工事も開始となり、工事が本格

化していきます。近隣の
皆さまにはご迷惑をおか
けしますが、早期の安全・
安心の確保に努めてまい
りますので、ご理解、ご
協力をお願いします。

宮本 泰
たいすけ

佑 さん技師 参事 兼 課長 村田 聡
さとし

 

Interview

InterviewInterview

建設水道部 道路河川課
飯山市

飯山市は、国や県が進める「信濃川水系緊
急治水対策プロジェクト」の事業について、
地元との調整を図るなど事業推進に取り組
んでいます。また、国と連携し、飯
山地区 MIZBE ステーションの建
設に向け事業を進めます。この他、
市街地雨水排水対策、地域防災
力を高めるマイタイムラインの
普及、メール配信や防災無線
による情報の発信、内水排除
用の排水ポンプ整備などの取
り組みを進めています。

国土交通省千曲川河川事務所では、緊急治水対策プロ
ジェクトとして、河道掘削、遊水地整備、堤防整備を進

めています。さらに今年度から、
国と飯山市が連携し、水防拠点
整備による防災機能の強化に加
え、平常時は賑わいの創出や地
域活性化を目指す「飯山地区
MIZBE ステーション」の整備を
進めています。

北陸地方整備局
千曲川河川事務所 

流域治水課

■北町工区（皿川堤防）【県】 堤防整備
位置：国道 117 号から英岩寺橋まで

●堤防のかさ上げ

●JR 飯山線橋梁の付け替え等

ボックスカルバート
コンクリートで
できた箱形の暗きょ

線路脇から水が
入らないよう整備入らないよう整備

イメージ図

●皿川橋・有尾橋の整備
現橋梁を利用し
かさ上げ

イメージ図

皿川
断面図

千曲川堤防と同等の堤防幅と高さ
を設けて堤防をかさ上げ

千曲川
計画高
水位

皿川
計画高水位

余裕高
1.5m 6m

計画高水位計画高水位

鉄道敷

断面図

：用地取得に向け地元協議等

千曲川

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
か
ら
４
年
。
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
﹁
信
濃
川
水
系 

緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
進
捗
状
況
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

詳細は国土交通
省のホームペー
ジをご覧くださ
い。QR コ ード
はこちら→

地
域
を
水
害
か
ら
守
る

■戸狩狭窄部【国】
：湯滝橋上流
：令和３年２月～（実施中）

湯滝橋上流でバックホウ台船
　　　を利用した河道掘削を実施

■戸狩狭窄部【国】
位置：湯滝橋上流
工期：令和３年２月～（実施中）
状況：湯滝橋上流でバックホウ台船
　　　を利用した河道掘削を実施

みゆき野ライン

堤防整備区間
約 1,100m を予定

堤防整備区間
約 1,000m を予定

国 土 交 通 省

北信建設事務所 整備課 
長野県

イメージ図

千曲川河川事務所 流域治水課メンバー



危機管理防災課 防災消防係 ℡ 67-0721（課代表）

高齢者等玄関先除雪への支援
冬の暮らしを守り、安心して暮らせるために

5   市報いいやま / 23.10 4

お知らせ Pickup ⤴

■補助内容
　融雪マット購入費の
　　　　　６割を補助
　  （限度額：60,000 円）
■対象世帯（抜粋）

飯山市に住民登録されている方で、生活の基
盤が市内の自宅にあり、次のいずれかに該当し、
同居する世帯員が 65 歳以上の方のみの世帯

　　〇要介護１以上の方がいる世帯
　　〇身体障害者手帳を所持している方がいる世帯
　　〇療育手帳を所持している方がいる世帯
　　〇精神障害者保健福祉手帳を所持している方
　　　がいる世帯　　ほか

　高齢、障がい、病気等で冬期間の道路から玄関先までの自力除雪が困難な世帯に対し、緊急時避難路確保を目
的として、区長が選定した除雪作業員による除雪支援についてご案内します。対象等詳しくは、お問い合わせくだ
さい。また、区長から依頼がありましたら、作業のできる方は、支援員としてご協力をお願いします。

■対象世帯（抜粋）
高齢、障がい、病気等のため除雪路線の道
路から玄関先まで自力で除雪が困難な世帯

■対象作業
積雪が 15cm 以上となった場合に、通路
幅を概ね 1m 確保する除雪作業。１日当
たり何回でも対象。（年間上限あり）

■申請の取りまとめ
各区の区長（申請後、該当要件の審査あり）

このほか課税状況等の要件がありますの
で詳しくはお問い合わせください。また、
原則、同一区内に除雪能力を有する直系
の親族がいる場合は対象外です

○世帯員の住民税（所得割）非課税世帯の場合
支援員への作業料 「世帯」負担額

0 円 / 回
（負担なし）

2,000 円 / 回
　1時間超
　4,000 円 / 回

2,000 円 / 回
　1時間超
　4,000 円 / 回

「市」助成額

○世帯員の住民税（所得割）課税世帯の場合
支援員への作業料

2,000 円 / 回
　1時間超
　4,000 円 / 回

1,500 円 / 回
　1時間超
　2,500 円 / 回

「市」助成額 「世帯」負担額
500 円 / 回
　1時間超
　1,500 円 / 回

■作業料と世帯の負担額

　昨年度に実証試験した本事業について、今年度は市内全集落を対象に冬期間における市民の安全と安心を確保す
るため、自らの労力で自宅などの除排雪ができない除雪困難世帯へ、市民、事業者、行政が協働して雪かき支援を行
います。令和４年度まで実施していた『住宅除雪支援事業』と本事業を統合し、実施します。なお、掲載内容は、一
部まとめて記載している部分があります。詳しくは、お問い合わせください。

変える変わる冬の暮らし「雪かき支援事業」 のご案内
危機管理防災課 防災消防係 ℡ 67-0721（課代表）

■作業対象
　〇日常居住している家屋の屋根の除排雪
　〇車庫、倉庫等の屋根の除排雪　など
■作業対象とならないもの
　・現に居住していない空き家
　・日常の道路から玄関先までの除雪
　　（5㌻の高齢者等玄関先除雪への支援を参照）

お住まいの地域を
担当する民生児童委員に相談

昨年度、住宅除雪支援
事業の対象となった方

市役所危機管理防災課
℡ 67-0721 まで連絡

対象世帯の要件
に該当する方

■申請方法
特 徴1
除
雪
困
難
者
世
帯
と

雪
か
き
支
援
事
業
者
を
仲
介■負担額（概略図）

市民税所得割
非課税世帯の住居

生活保護世帯の住居
はい いいえ

対象世帯または扶養義務者等の
所得に応じて 1 時間あたり
1,200 円～ 2,500 円 / 人

1 時間あたり
2,500 円 / 人

0 円
（負担なし）

はい いいえ

はい いいえ

現に居住し
ている建物

車庫や倉庫
などの住居
以外の建物

冬期間不在で
管理人が管理
している建物

費用の援助を扶養義務者
などから受けられない

作業員

除雪機等

1 時間あたり
3,000 円 / 台

除雪機
20馬力未満

1 時間あたり
4,000 円 / 台

除雪機
20馬力以上

重機
を使用

かかった分の
費用を負担

料
金
を

明
確
化

課
税
世
帯
も

支
援
の
対
象

特徴2

特徴3

■対象世帯
次のいずれかに該当する世帯で、自らの労
力で自宅などの除排雪ができない世帯

　　〇高齢者世帯
　　

　　〇母子・父子世帯　  

　　〇高齢者世帯と母子・父子世帯の混合世帯
　　〇傷病・障がい者世帯

　　
　　〇入院世帯　　
　　

　　〇冬期間不在となる世帯で管理人を定
　　　めて家屋を管理する世帯　など
■対象とならない世帯

中野市、山ノ内町、木島平村、野沢温泉村、
栄村、飯山市に、労力または資力の協力を得
られる世帯員の父母・子の親族がいる世帯

65 歳以上のみの世帯または 65 歳
以上と 18 歳未満のみの世帯

在宅に戻ることが確実で短期的な入
院により、一時的に留守となる世帯

現に配偶者がいない 65 歳未満の母
または父と18 歳未満のみの世帯

生計の中心となる方が、傷病または
心身の障がい者である世帯

冬に皆さんが安心して暮らせるための新しい政策

移住定住推進課 住宅係
℡ 67-0740（課代表）

移住定住推進課 住宅係
℡ 67-0740（課代表）

玄関先融雪マット
購入費を助成します

飯山市住宅屋根克雪化事業

９割を先に交付

　高齢者等弱者世帯の玄関先から道路までの除
雪作業の負担を軽減し、緊急時避難路を確保す
るため、融雪マット購入にかかる費用の一部を
補助します。詳しくは、お問い合わせください。

　「飯山市住宅屋根克雪化事業」補助金は、事業
完了前に補助金額の９割まで受け取っていただ
ける概算払い制度を利用できるよう改善しまし
た。工事をお考えの方は期限までにぜひお申し
込みください。詳しくは、お問い合わせください。

■制度の特徴
事業完了前に補助金額の９割まで先に交付を
受けることができる

■対象
　〇命綱固定金具の設置工事　【限度額 20 万円】
　〇住宅屋根の融雪化工事　 【限度額 60 万円】
　　	            （ 高齢者世帯等は限度額 75 万円）
　〇自然落雪式への改修工事　【限度額 45 万円】

　　

■申請期限
　10 月 31 日（火）

10/31まで

■期間　11/1 ～ 2/29（ 2 名）
　　　　12/1 ～ 2/29（10 名）
■任用　市会計年度任用職員（フルタイム）
　　　　概ね 18 ～ 75 歳までの方
■勤務　8:30 ～ 17:15（月額 185,200 円）
■業務　除雪困難世帯の見守り、民間等事業
　　　　者との調整、除排雪作業ほか

雪かき支援員 募集中

高齢者世帯等は限度額55万円、
要件により限度額が 30 万円と
なる場合あり

除雪機等の費用が無料となる場合
現に居住している建物に限り、生
活保護世帯と市民税所得割非課税
世帯は費用負担はありません。な
お、「車庫や倉庫などの居住以外の
建物」および「冬期間不在で管理
人が管理している建物」は、費用
負担があります。



広
告
コ
ー
ナ
ー

広報紙への広告掲載募集しています
■規格等
紙面の下段　１色刷り（白黒）１枠当たり縦 46 ｍｍ、横 86 ｍｍ

（2 枠一括掲載も可能）掲載期間は１月単位とし、最長６月
■広告料
１枠当たり月額 5,500 円（税込）同一内容で６月引き続いて掲載
する場合は、１枠当たり27,500 円（税込）
■お問い合わせ　事業戦略室　67-0724（直通）

お知らせ Pickup ⤴

市営住宅の入居者を募集します
本町西団地・金山団地 C 棟

移住定住推進課 住宅係　℡ 67-0740（課代表）

市 営 住 宅

■戸　数　１戸（3 階）
■構造等　鉄筋コンクリート造 4 階建て
 　（エレベーターあり）
■間取り　２DK（居室 2＋ダイニングキッチン）
■家　賃　16,900 ～25,200円/ 月（世帯収入による）
■駐車場　１台あり（3,500 円 / 月、屋内 )

■戸　数　１戸（2 階）
■構造等　鉄骨造 2 階建て
■間取り　 2K（居室 2＋キッチン）
■家　賃　12,700～18,900円/月 （世帯収入による）
■駐車場　１台あり（無料）

家賃３カ月相当額
・2 人以上の親族で入居する方、または 3 カ月以内に婚姻予定の方
（別途条件により、単身でも入居できる場合あり）
・世帯収入が市で定める基準額以下の方
・住宅に困窮していることが明らかな方
・市税等を滞納していない方
・暴力団員でない方
・市が定める要件を満たす連帯保証人※を設定できる方　ほか
12 月 1 日（金）
申込書および添付書類の提出（提出先：市役所２階移住定住推進課住宅係《郵送不可》）
10 月 20 日（金）から 11 月 10 日（金）まで（土､ 日､ 祝日を除く）
午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで
申込件数が募集戸数を超えた場合は抽選とします
≪抽選日時≫ 11 月 20 日（月）午前 10 時 00 分　【市役所 4 階　第 1 委員会室】

■入居保証金
■入 居 資 格
　（ 抜 粋 ）

■入居可能日
■申込方法
■申込期間

■選考方法

以 下 共 通 事 項　

本町西団地

金山団地 C 棟

中央橋東市役所入口

本町

木島工業団地入口

千曲川

中央橋

飯山市勤労者
体育館

N

市役所

飯山赤十字病院

飯山駅南

N旧城南中学校

矢落ヶ池
公園

中央橋N

飯山駅南飯山駅南飯山駅南飯山駅南飯山駅南飯山駅南飯山駅南飯山駅南
N

※連帯保証人の要件
・申込者と別生計の方
・収入状況について市長が適
　当と認める方
・公営住宅に入居していない方
　ほか

保健福祉課 健康増進係 　℡ 67-0727（課代表）

　インフルエンザの予防接種が始まります。希望され
る方は各医療機関へお申し込みのうえ接種をお願いし
ます。ご不明な点や詳細については、お問い合わせく
ださい。
■対象者　 飯山市に住所がある方で、①または②の方

　①接種日現在で 65 歳以上
　② 60 歳以上 65 歳未満の方で心臓、腎臓、

呼吸器等に重い病気のある方
（身体障害者手帳 1 級程度）

■実施期間  令和 5 年 10 月1日（日）～
令和 6 年 3 月31日（日）

 （医療機関により異なる場合があります）
■接種費用　1,000 円（1 人 1回に限ります）
■申込方法　下記の医療機関に直接お申込みください

高齢者のインフルエンザ予防接種実施子どものインフルエンザ予防接種費用を補助
　子育て世帯の負担軽減と子どもの健康増進のため、子
どものインフルエンザ予防接種費用の一部を補助します。
■対象者　　飯山市に住所があり、接種日現在で 1 歳か

ら中学 3 年生までの子ども
■実施期間　令和 5 年 10 月1日（日）～

令和 6 年 3 月31日（日）
■補助金額　1 人 1回につき上限 2,000 円（接種費用が

2,000 円に満たない場合はその実費）12 歳
以下は 2 回まで、13 歳以上は 1回まで補
助します

■申込方法　下記の医療機関に直接お申込みください

※飯山赤十字病院は完全予約制（かかりつけのみ）。
※いいやま診療所は小学校１年生以上。
※接種の際は必ず電話で確認・予約をしてください。接
　種時は保護者が同伴し、必ず母子手帳をお持ちください。

■上記医療機関以外で予防接種を受ける方
　接種後、市への補助申請の手続きが必要になります。
　詳細は保健福祉課健康増進係にお問い合せください。

インフルエンザ予防接種のお知らせ

広
告
コ
ー
ナ
ー

あなたの出番です。

公益社団法人 飯山地域シルバー人材センター ℡ 0269-63-2915

家にいるだけじゃもったいない。
シルバー人材センターでお仕事しませんか。
まずはお電話を。

◇原則 60 歳以上
◇働く意欲がある方
◇飯山市・木島平村に住所がある方

会員
募集 当面の入会説明会日

11/8 ㊌  12/13 ㊌  1/10 ㊌
13:30 ～
シルバー人材センター会議室

　医療機関名 電話番号
清水内科小児科医院 62-2351
いいやま診療所 67-0100
小田切医院 62-2039
畑山医院 67-2888
服部医院 62-2816
みゆき会クリニック 0120-801-030
戸狩診療所 65-3995
片塩医院 62-2136
いいやまファミリークリニック 62-7080
飯山赤十字病院 62-4195

　医療機関名 電話番号
清水内科小児科医院 62-2351
いいやま診療所 67-0100
小田切医院 62-2039
畑山医院 67-2888
服部医院 62-2816
みゆき会クリニック 0120-801-030
北信州診療所 65-1200
戸狩診療所 65-3995
片塩医院 62-2136
いいやまファミリークリニック 62-7080
飯山赤十字病院 62-4195
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新型コロナとインフルエンザのワクチンは、間隔を空けずに同じ時期に接種できます



9   市報いいやま / 23.10 8

【歳　入】
◦市税
市民税、固定資産税、軽自動車税、た
ばこ税など
◦諸収入
他の収入科目に含まれない収入をまと
めたもの。延滞金、預金利子、宝くじ収
益金など
◦分担金・負担金
分担金は、市の事業により特に利益を受
ける者から、その受益の限度において徴
収されるもの。負担金は、地方公共団体
が、他の市や住民に課するもので健康診
断受診者負担金が代表的なもの
◦地方交付税
どの市町村でも一定の行政サービスを
行えるように、国から交付されるお金
◦市債
市が建設事業などの財源とするための
長期の借入金で、償還が一会計年度を
超えるもの
◦国庫支出金
市が行う事業に対し、必要性に応じて国
から交付されるお金
◦地方譲与税
国税として徴収した税の一部または全部
を一定の基準に従って譲与されるお金
◦各種交付金
地方消費税、自動車取得税などを財源
とした交付金

【歳　出】
■義務的経費
支出が義務付けられている経費。人件
費・扶助費・公債費などのお金
■投資的経費
道路や学校の建設など、社会資本整備
に要するお金
◦扶助費
高齢者や児童、障がい者などへの支援
に要するお金
◦公債費
市の借入金の返済にかかるお金
◦物件費
市の事業に必要な消耗品や備品、委託
料などに要するお金
◦繰出金
特別会計の事務事業を補助するため、
一般会計から特別会計に支出するお金

決 算 報 告
令和４年度 普通会計・特別会計 決算報告

令和４年度の普通会計の決算額は、

歳入（収入）173 億 7,464 万円
歳出（支出）164 億 1,436 万円
となりました。（１万円未満四捨五入により端数処理）

特別会計名 　　歳　入 　　歳　出 　差引残額

公共下水道事業 12 億 752 万円 11 億 4,583 万円 6,169 万円

国民健康保険 23 億 3,356 万円 23 億 2,194 万円 1,162 万円

特定環境保全公共下水道事業 3 億 9,667 万円 3 億 8,051 万円 1,616 万円

簡易水道 4,328 万円 1,149 万円 3,179 万円

農業集落排水事業 2 億 5,925 万円 2 億 4,162 万円 1,763 万円

介護保険 28 億 7,712 万円 27 億 2,007 万円 1 億 5,705 万円

後期高齢者医療 2 億 6,375 万円 2 億 6,334 万円 41 万円

駐車場事業 6,230 万円 6,175 万円 55 万円

特別会計
普通会計以外の特別会計についても全会計において黒字決算を計上
※いずれも普通会計に算入していないもの（上水道事業会計は 12㌻）

用 語 解 説 市債残高

市債は、大きな事業をするため
に借り入れるお金のことで、多
世代で利用する社会資本を公平
に負担する役割も担っています。
令和４年度は合計で 11 億 780
万円の借入を行い、17 億 4,910
万円を償還しました。

市債残高122 億 8,822 万円　前年度比６億 1,706 万円の減

124 億
126 億

133 億
129 億

122 億
8,822 万円

131億

基金残高

主な取り崩しは、ふるさと寄附金
寄附者の意向に併せた 69 事業へ
充当するための愛する飯山ふるさ
と基金の取り崩しが６億 6,340 万
円、減債基金の取り崩しが２億
5,000 万円、財政調整基金の取り
崩しが２億円などです。また、愛
する飯山ふるさと基金に５億 820
万円、財政調整基金に２億 64 万
円、減債基金に２億 5,041 万円な
ど、計 12 億 1,601 万円の基金積
立を行いました。

基金残高は 61億 1,182 万円　前年度比 4,749 万円の減

46 億45 億44 億

55 億
62 億

61億
1,182 万円
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令和４年度 普通会計・特別会計

税　目 決算額 構成比 増減率
固 定 資 産 税 13 億 832 万円 51.3％ 3.5％㆖
市 　 民 　 税 9 億 159 万円 35.4％ 2.9％㆘
市 た ば こ 税 1 億 6,212 万円 6.4％ 5.4％㆖

税　目 決算額 構成比 増減率
軽 自 動 車 税 1 億 607 万円 4.2％ 3.8％㆖
都 市 計 画 税 6,522 万円 2.6％ 3.3％㆖
入 　 湯 　 税 708 万円 0.3％ 32.7％㆖

市税の内訳

164 億 1,436 万円

23 億 7,803 万円 0.7％㆖

23 億 5,715 万円

義務的経費
（34.5％）

投資的経費
（10.4％）

その他の
経費

（55.1％）

人件費（14.4％）

扶助費（9.4％）

公債費（10.7％）

普通建設事業費
（10.3％）

物件費（14.4％）

補助費等（13.5％）

繰出金（10.8％）

積立金（7.4％）

維持補修費など
（9.0％）

 うち職員給（8.1％） 1.5％↓13 億 2,155 万円
5.7％㆘

16 億 9,428 万円 13.2％㆖

15 億 4,787 万円 11.9％㆘

1,552 万円 77.8％㆘

22 億1,112 万円 10.2％㆖

17 億 4,910 万円 10.8％㆖

17 億 6,971万円 0.5％㆖

12 億1,601万円 20.2％㆘
14 億 7,557 万円 10.7％㆖

災害復旧事業費（0.1％）

普通会計歳出
（前年比）

普通会計歳入

25 億 5,040 万円 1.3％⇧

  7 億 308 万円 3.4％⇧

  7 億 3,268 万円 4.1％㆘
  7 億 9,580 万円 6.2％㆘

自主財源
（38.7％）

市税（14.7％）

諸収入（4.0％）

60 億 9,095 万円 0.7％⇧地方交付税（35.1％）

11億 780 万円 2.2％㆘市債（6.4％）

19 億 2,002 万円 5.4％㆘国庫支出金（11.1％）

県支出金（4.2％）

34 億 7,391万円 3.9％⇧

分担金・負担金
・寄附金・繰入金

など（20.0％）

依存財源
（61.3％）

（前年比）

173 億 7,464 万円

地方譲与税等（4.5％）

H29　H30    R 元　  R2　　R3　  R4（年度）

H29　H30    R 元　  R2　　R3　  R4（年度）
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商　 工　 費　17 億 8,080 万円【29.3％㆖】
○道の駅拡張整備事業  （7 億 2,414 万円）
○中小企業資金預託信用保証事業 （3 億 1,134 万円）
○観光交流センター等運営事業 （1 億 378 万円）
○飯山市プレミアム付商品券発行事業（8,411 万円）
○観光施設整備事業  （2,692 万円）
○飯山市観光クーポン発行事業 （1,978 万円）
○観光局運営事業   （1,700 万円）
○飯山市スキー場支援事業  （1,500 万円）

衛　 生 　費　12 億 727 万円【7.2％㆖】
○岳北広域分担金（衛生関係） （4 億 2,198 万円）
○新型コロナウイルス感染症ワクチン接種事業（2 億 1,720 万円）
○地域中核医療機関支援事業 （1 億 4,819 万円）
○予防接種等事業 （5,109 万円）
○母子保健事業 （3,416 万円）
○リサイクル推進事業 （2,694 万円）
○医師招聘推進事業 （2,464 万円）
○健康増進事業 （2,330 万円）

民　 生 　費　33 億 4,790 万円【7.1％㆘】
○介護・訓練等給付事業 （5 億 2,349 万円）
○物価高騰対応給付金給付事業 （2 億 6,747 万円）
○保育所運営事業 （1 億 9,465 万円）
○医療給付事業 （1 億 1,647 万円）
○子ども館・児童クラブ等運営事業（6,689 万円）
○高齢者生きがい対策事業 （2,657 万円）

教　育　費　12 億 1,266 万円【6.6％㆖】
○小学校管理事業 （9,799 万円）
○中学校施設整備事業 （9,013 万円）
○新たな小学校づくり事業 （5,473 万円）
○体育施設整備事業 （3,839 万円）
○小中学校ＩＣＴ教育推進事業 （3,469 万円）
○中学校管理事業 （3,160 万円）
○スクールバス整備事業 （2,939 万円）
○英語教育推進事業 （2,556 万円）
○飯山市公民館等管理事業 （2,100 万円）

総　 務　 費　34 億 7,062 万円【9.5％㆘】
○ふるさと寄附金推進事業 （9 億 4,797 万円）
○公共交通運行事業 （9,019 万円）
○飯山市市民生活応援券発行事業 （6,767 万円）
○持続可能な集落活動事業 （3,143 万円）
○区長行政事務委託事業 （1,836 万円）
○地域おこし協力隊事業 （1,334 万円）
○コミュニティ助成・地域活動助成事業 （510 万円）

土　木　費　23 億 4,259 万円【8.9％㆘】
○除雪対策費・除雪機械整備 （9 億 1,199 万円）
○市道舗装修繕事業 （1 億 988 万円）
○市道改良事業 （5,462 万円）
○移住・定住推進事業 （1,998 万円）
○協働のみちづくり事業 （1,718 万円）
○新統合小学校周辺道路環境整備事業 （1,488 万円）

消防・災害復旧費 4 億 7,111万円【22.2％㆘】
○非常備消防運営事業 （6,870 万円）
○消防防災施設整備事業 （2,139 万円）
○雪かき支援事業  （615 万円）
○災害復旧事業（土木関係）（493 万円）
○災害復旧事業（農業関係）（1,023 万円）

農林水産業費 6 億 9,557 万円【15.9％㆖】
○原油価格・物価高騰対応農業者事業継続支援事業
    （8,584 万円）
○中山間地域等直接支払い事業 （8,119 万円）
○農村多面的機能支払交付金事業 （6,725 万円）
○新規就農総合支援事業  （2,937 万円）
○経営所得安定対策等推進事業 （1,129 万円）

健全化判断比率
と資金不足比率

指　　標 令和３年度 令和 4 年度 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 ― ― 13.63％ 20.00％
連結実質赤字比率 ― ― 18.63％ 30.00％
実質公債費比率 11.8％ 11.7％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 ― ― 350.0％

【健全化判断比率】

【資金不足比率】
　公営企業会計の決算において、資金不足がないため「－」で表示して
います。「資金不足比率」は各公営企業の資金不足額が、事業規模に対
してどの程度あるかを示す数値で、基準値を超えると「経営健全化計画」
を定める必要があります。

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、飯山市の健全化判断比率
（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の４指標の総称）
と、公営企業の資金不足比率を公表します。

実質赤字比率、連結実質赤字比率
　実質赤字額がないため（黒字のため）「－」で表示しています。
実質公債費比率、将来負担比率
　実質公債費比率は、前年度より 0.1％下降、将来負担比率は、将来負
担額を充当可能財源等が上回ったため「数値なし」となっています。今
後も行財政改革などに取り組み、健全な財政運営を行ってまいります。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
公共下水道事業 ー

20％
特定環境保全公共下水道事業 ー
農業集落排水事業 ー
水道事業 ー
簡易水道 ー

用
語
解
説

■
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模

（
標
準
税
収
入
額
等
に
普
通
交
付

税
等
を
加
算
し
た
額
）
に
対
す

る
比
率
で
す
。

■
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤

字
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
で
す
。

■
実
質
公
債
費
比
率

地
方
公
共
団
体
の
収
入
に
対
す

る
借
金
返
済
額
の
比
率
を
示
す

も
の
で
﹆
普
通
会
計
の
公
債
費

に
下
水
道
特
別
会
計
や
水
道
事

業
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
（
公

債
費
相
当
）
と
岳
北
広
域
等
へ

の
分
担
金
（
公
債
費
相
当
）
を

加
算
し
﹆
財
政
負
担
の
度
合
い

を
判
断
す
る
も
の
で
す
。
18
％

を
超
え
る
と
地
方
債
発
行
に
つ

い
て
国
や
県
の
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
将
来
負
担
比
率

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
な

ど
の
借
入
金
（
地
方
債
）
や
将

来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ

る
負
担
な
ど
の
残
高
を
現
時
点

で
指
標
化
し
﹆
将
来
財
政
を
圧

迫
す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示

す
比
率
で
す
。
３
５
０
％
を
超

え
る
と
健
全
化
計
画
を
策
定

し
﹆
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

令和４年度 普通会計・特別会計 決算報告令和４年度 普通会計・特別会計 決算報告

令和 4 年度の「実質公債費比率 11.7％」は、国の定める基準を下回っており良好な状態で、将来負担比率は、
将来負担額を充当可能財源等が上回ったため数値なしとなっています。また、すべての公営企業会計で資金不
足はなく健全な状態です。

主な使い道
特徴的な事業（１万円未満四捨五入）【　】昨年比

歳出合計
164 億 1,436 万円

R3 年度比 1.0% ㆘

土木費
14.3％

民生費
20.4％

公債費
10.7％

総務費
21.2％

教育費
7.4％

衛生費
7.4％

商工費
10.8％

消防・災害復旧費
2.8％

農林水産業費
4.2％

議会費・労働費
0.8％

グラフ内の
％は構成比です。

H29     H30　　R 元      R2       R3　　 R4（年度）

12.0%11.2% 11.7% 12.2%

↑25.0％（第１段階　早期健全化団体）

↑35.0％（第２段階　財政再生団体）

↓健全な財政運営

▼実質公債費比率の推移

11.8% 11.7%

H29     H30　　R 元      R2       R3　　 R4（年度）

↑350％（第１段階　早期健全化団体）

↓健全な財政運営

30.2%

19.0% 17.2%

数値なし

▼将来負担比率の推移
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QR コードで
ホームページ
をチェック！

飯山のニュース

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
飯
山
大
会
を
開
催

ハーフマラソン種目で飯山市多目的運動広場をスタート稲穂の中を駆け抜ける選手を応援する方 （々小泉区付近）
　
２
０
２
３
北
信
州
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
飯
山
大
会
を
９
月
17
日

に
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
と
３
㌔
マ

ラ
ソ
ン
の
２
種
目
を
行
い
、
合

わ
せ
て
約
６
８
０
名
の
選
手
が

出
走
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
真

夏
の
よ
う
な
日
差
し
が
照
り
つ

け
る
残
暑
が
厳
し
い
日
と
な
り

ま
し
た
が
、
沿
道
に
は
多
く
の

方
が
応
援
に
駆
け
付
け
、
黄
金

色
の
稲
穂
が
実
る
田
園
風
景
の

中
を
駆
け
抜
け
て
い
く
選
手
へ

声
援
を
送
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

本
大
会
に
は
、
給
水
や
交

通
誘
導
な
ど
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
競
技
中
に

け
が
な
ど
を
し
た
選
手
を
救
護

す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ン
ナ
ー
合

わ
せ
て
約
３
０
０
人
の
方
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
協
賛

を
25
社
か
ら
、
寄
附
金
を
１
団

体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
大
会
結
果
に
つ
い

て
は
、
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
９
月
24
日
、
い
い
や
ま
環
境

フ
ェ
ア
２
０
２
３
を
飯
山
市
文

化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

財
団
の
大
林
ミ
カ
事
業
局
長
に

進
行
い
た
だ
き
、
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科 

前
真
之

准
教
授
、
東
北
芸
術
工
科
大
学 

デ
ザ
イ
ン
工
学
部 

竹
内
昌
義

教
授
、
長
野
県
建
築
士
会 

江

口
信
行
会
長
、
飯
山
市
建
設
業

協
会 

建
築
部
会 

高
柳
宏
章
副

部
会
長
を
お
迎
え
し
、「
豪
雪

地
域
の
脱
炭
素
の
取
組
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
当
日
は
、
住
宅
の

疑
問
に
答
え
る
「
住
宅
の
よ
ろ

ず
相
談
」
や
各
分
野
で
展
開
し

て
い
る
事
業
者
の
出
展
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
紙
製
の
風

車
や
県
産
材
を
利
用
し
た
マ
イ

箸
の
製
作
体
験
、
野
沢
温
泉
道

祖
神
太
鼓
の
演
奏
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

司会役のモデレーターとパネリストの皆さま

い
い
や
ま
環
境
フ
ェ
ア
２
０
２
３
を
開
催

ユ
ー
グ
ル
ー
プ
と
災
害
支
援
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
等
に
係
る
協
定
を
締
結

電気自動車と燃料電池自動車の前で協定書を手にする
宇都宮代表（左）と江沢市長

　
飯
山
市
は
、
ユ
ー
グ
ル
ー
プ

と
災
害
支
援
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

等
に
係
る
連
携
協
定
を
飯
山
市

役
所
で
９
月
25
日
に
締
結
し
ま

し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
停
電
時

や
災
害
時
に
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

カ
ー
な
ど
に
よ
る
電
気
の
供
給

や
、
車
両
の
貸
与
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
ほ
か
、
環
境
イ
ベ
ン

ト
等
で
、
環
境
に
配
慮
し
た
車

両
の
展
示
な
ど
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
。

　
締
結
式
に
あ
た
り
、
江
沢
市

長
は
、「
ユ
ー
グ
ル
ー
プ
さ
ま
の

技
術
力
を
お
借
り
し
、
災
害
発

生
時
に
お
け
る
迅
速
で
適
切
な

対
応
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
飯
山
市
役
所
の
駐

車
場
で
、
電
気
自
動
車
（
写
真

左
）
と
酸
素
と
水
素
を
燃
料
電

池
に
取
り
込
ん
で
電
気
を
つ
く

り
、
そ
の
電
気
で
モ
ー
タ
ー
を

回
し
て
走
る
燃
料
電
池
自
動
車

（
写
真
右
）
の
展
示
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

年 度 末 の 給 水 戸 数 8,235 戸 164 戸

内

訳

家 庭 7,484 戸 101 戸

事業所・工場 591 戸 13 戸

官公署・団体他 160 戸 50 戸

年 度 末 の 給 水 人 口 1 万 8,710 人 △ 457 人

年 間 の 総 配 水 量 305 万 7,950㎥ 16 万 1,654㎥

1 カ月の平均配水量 25 万 4,829㎥ 1 万 3,471㎥

年 間 の 有 収 水 量 198 万 4,546㎥ △1万 4,817㎥

1 カ月の平均有収水量 16 万 5,379㎥ △ 1,235㎥
有 収 率 64.9％ △ 4.1 ポイント

有収水量：水道料金請求の対象となった水量

令和４年度 上水道事業 決算報告

令和 4 年度 給水状況
（前年比）

流動資産額（現金預金等）

現金預金等は、将来の施設・設備の更新等に使うために蓄え
ているお金です。

建設改良費支出額
建設改良費は、施設・設備の新設、更新を行った費用です。
老朽化が進んでいる施設等の計画的な更新を行っています。

企業債（借入金）元金残高
借入金は、水源開発や施設・設備の新設、更新を行うための
財源として借入れたお金です。

給水収益（水道料金）

水道料金は、加入されている皆さんにお支払いいただいて
いるお金です。将来的には人口減少等の要因により年々減
少するものと見込まれます。

4.6 億 4.5 億 4.4 億 4.4 億
4 億 500 万円

H30           R 元           R2            R3　　　  R4（年度）

H30           R 元           R2            R3　　　  R4（年度） H30           R 元           R2            R3　　　  R4（年度）

H30           R 元           R2            R3　　　  R4（年度）

H30           R 元           R2            R3　　　  R4（年度）

12 億

17 億
15 億

13 億
9 億 7,600 万円

13.1億

10.0 億
11.3 億

12.5 億 12 億 9,100 万円

純利益
収益の総額から費用の総額を差し引いた当期の利益です。

1.0 億1.0 億
0.9 億 0.9 億 8,200 万円

0.5 億0.5 億

0.1億

1.0 億
1億 3,000 万円

上水道事業の経営状況（決算）
水道事業は、地方公営企業として常に経済性を発揮しながら、平成 30 年度に策定した経営戦略に基づき、計画的に事業を実施して
おります。引き続き老朽管更新工事や、漏水箇所の特定と修理等を着実に行い有収率の向上を図り、経営の改善に努めます。今後も「安
全・安心でおいしい水の安定的な供給」をいたしますので、市営水道へのご理解とご協力をお願いします。（表示金額：税抜）

安全・安心でおいしい水の安定的な供給を
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信
越
自
然
郷
エ
リ
ア
を
起
点
と
し
た

ジ
ャ
パ
ン
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
で
海
外
か
ら
６
人
が
参
加

　
９
月
24
日
に
ジ
ャ
パ
ン
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
参
加
者
６

人
が
飯
山
駅
か
ら
ツ
ア
ー
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
サ
イ
ク
ル

ツ
ア
ー
を
世
界
的
に
手
が
け
て

い
る
バ
イ
シ
ク
ル
・
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
社
が
主
催
し
た
も
の

で
、
９
月
23
日
か
ら
10
日
を
か

け
、
信
越
自
然
郷
エ
リ
ア
の
ほ

か
、
金
沢
市
や
能
登
半
島
を
自

転
車
で
巡
る
も
の
で
す
。
信
越

自
然
郷
エ
リ
ア
で
は
、
小
菅
神

社
で
の
参
拝
、
古
民
家
見
学
な

ど
自
転
車
を
楽
し
み
な
が
ら
、

日
本
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
の

で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ト
ッ
ド
代
表
は
、
出
発
前
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
お
客
さ
ま

に
は
、
有
名
な
観
光
地
で
は
な

く
、
本
格
的
な
日
本
の
文
化
を

感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
思
い

を
語
り
、
日
本
で
の
ツ
ア
ー
を

毎
年
３
回
ほ
ど
計
画
し
、
規
模

も
12
人
程
度
と
し
て
い
き
た
い

と
今
後
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

飯山のニュース

　

令
和
５
年
9
月
議
会
で
修
正

議
決
さ
れ
た
議
案
第
82
号
令
和

５
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
第
１
７
６
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
９
月
22
日

に
江
沢
市
長
が
、
飯
山
市
議
会

渋
川
議
長
に
再
議
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

再
議
は
、
議
会
の
議
決
な
ど

に
異
議
が
あ
る
場
合
、
市
長
が

議
会
に
対
し
て
審
議
の
や
り
直

し
な
ど
を
求
め
る
も
の
で
、
再

議
の
内
容
は
、「
雪
か
き
支
援

事
業
」「
家
庭
用
小
型
除
雪
機

購
入
補
助
事
業
」「
高
齢
者
等

玄
関
先
除
雪
支
援
事
業
」「
除

信越自然郷サポートバスの前で、飯山市がプレゼント
した手ぬぐいを首にまき、笑顔を見せる参加者とトッ
ド代表（右から 3 人目）とツアーガイド

■再議とは
　議会で行った議決などに対し異議があるとして、市長
が議会に審議のやり直しなどを求めるものです。これは、
一度裁決された事件について再び審議することを可能と
することにより、市長と議会との間の意見対立の調整と
議決等の適正性の確保を図り、地方公共団体運営の停滞
と混乱を避けるために用意された制度です。
　予算に関する再議事件の議決は、出席議員の３分の２
以上の同意が必要となります。

ふ
る
さ
と
飯
山
会
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

懇親会の最後に万歳をする参加者
　
９
月
３
日
に
、
ふ
る
さ
と
飯

山
会
総
会
・
懇
親
会
を
都
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
飯
山
会
は
、
首
都

圏
な
ど
に
お
住
ま
い
の
飯
山
市

出
身
者
や
飯
山
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
方
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
当
日
は
、
約
50
名
が
参
加
し

た
ほ
か
、
友
好
都
市
で
あ
る
国

分
寺
市
か
ら
、
内
藤
達
也
副
市

長
に
来
賓
と
し
て
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で

餅
つ
き
を
行
っ
た
ほ
か
、
飯
山

市
の
特
産
物
や
農
産
物
、
加
工

品
等
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中

止
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

懇
親
会
で
は
、
懐
か
し
い
再
会

を
喜
び
、
笑
顔
で
語
ら
う
姿
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
懇
親
会

の
最
後
に
は
、
恒
例
と
な
っ
て

い
る
信
濃
の
国
を
全
員
で
合
唱

し
、
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

飯山のニュース

雪
支
援
隊
推
進
事
業
」「
住
宅

屋
根
克
雪
化
事
業
」
に
関
す
る

も
の
で
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
９
月
28
日
に

飯
山
市
議
会
令
和
5
年
9
月

臨
時
会
が
行
わ
れ
、
9
月
定

例
会
で
修
正
可
決
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
、
再
度
採
決
を
行
い
、

３
分
の
２
以
上
の
賛
成
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
、
議
決
の
効

力
を
失
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
会
予
算
決
算
常

任
委
員
会
か
ら
新
た
な
修
正

案
が
提
出
さ
れ
、
同
臨
時
会
で

新
た
な
修
正
案
に
つ
い
て
、
修

正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

城
北
小
学
校
建
築
工
事 

安
全
祈
願
祭
開
催

　
10
月
３
日
に
、
施
工
業
者
主

催
に
よ
り
、
城
北
小
学
校
の
校

舎
建
築
工
事
安
全
祈
願
祭
が
、

建
設
予
定
地
で
あ
る
旧
城
北
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

城
北
小
学
校
は
、
城
北
中

学
校
区
の
泉
台
、
常
盤
、
戸

狩
、
東
の
４
つ
の
小
学
校
を
統

合
し
、
令
和
７
年
（
２
０
２
５

年
）
４
月
に
開
校
し
ま
す
。

　

校
舎
の
完
成
予
定
は
、
資

材
や
人
材
不
足
の
影
響
等
に
よ

り
、
当
初
の
令
和
７
年
２
月
か

ら
同
年
７
月
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
た
め
、
新
校
舎
の
使
用

開
始
は
、
２
学
期
と
し
て
、
１

学
期
は
仮
校
舎
を
使
用
す
る
予

定
で
す
。
仮
校
舎
は
、
児
童
数

や
新
校
舎
と
の
位
置
等
を
総
合

的
に
考
慮
し
、
現
在
の
戸
狩
小

学
校
を
使
用
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
飯
山
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
校
に
向
け
た
情
報
に
つ
い
て

は
、
広
報
飯
山
と
一
緒
に
毎
月

お
配
り
し
て
い
る
開
校
準
備

ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

QR コードで
ホームページ
をチェック！

校舎外観イメージ 安全を祈願し頭をさげる参列者

■校舎建築工事の概要
　〇工事期間　令和7年（2025年）　7月15日まで（予定）
　〇工事概要　（構造種別）鉄骨造
　　　　　　　（構造形式）ラーメン構造
　　　　　　　（規模）    　地上 2 階 
　〇建築面積　4536.09㎡
　〇延床面積　6970.21㎡
　　　　　　　（うち児童クラブ 304.71㎡）
　〇契約金額　33 億 6,600 万円（税込）
　〇施工業者　サンタキザワ・越後屋・宮本園 
 　　  特定建設工事共同企業体

大
阪
市
の
合
唱
祭
に
飯
山
市
朧
月
夜
ス
ペ
シ
ャ
ル
混
声
合
唱
団
出
演

第 11 回大阪市コミュニティ合唱祭に参加された皆さま

　
９
月
10
日
に
大
阪
市
の
旭
区

民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
第

11
回
大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
合

唱
祭
」
に
飯
山
市
の
有
志
で
結

成
さ
れ
た
飯
山
市
朧
月
夜
ス
ペ

シ
ャ
ル
混
声
合
唱
団
が
出
演
し

ま
し
た
。

　

同
合
唱
祭
は
今
回
で
11
回

目
と
な
り
ま
す
が
、
近
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
も
あ
り
、
飯
山
市

か
ら
の
合
唱
団
参
加
は
４
年
ぶ

り
。
今
回
は
12
の
合
唱
団
が
そ

れ
ぞ
れ
に
日
頃
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。
朧
月
夜
ス
ペ
シ
ャ

ル
混
声
合
唱
団
は
松
澤
朱
美

さ
ん
の
指
揮
・
下
取
恵
子
さ
ん

の
伴
奏
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
は

じ
め
と
す
る
メ
ド
レ
ー
曲
を
発

表
、
全
体
合
唱
に
も
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
で
は
飯
山
市
の
観

光
・
物
産
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
、
こ

ち
ら
も
好
評
。
参
加
者
か
ら
も

「
素
晴
ら
し
い
合
唱
祭
だ
っ
た
」

と
の
感
想
が
あ
り
、
来
年
12
月

に
交
流
50
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
両
市
の
交
流
が
さ
ら
に
深
ま

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
（
I 

V 

U 

S 

A
）
が
ス
マ
ホ
教
室

秋津地区活性化センターで笑顔でスマートフォンの操
作を説明する大学生

　

N 
P 

O
法
人
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
生
協
会
が
、
大
学
生

た
ち
に
よ
る
ス
マ
ホ
教
室
と
相

談
会
を
９
月
18
日
の
敬
老
の
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

飯
山
市
公
民
館
と
秋
津
地

区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
2
カ
所

で
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
43
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
同
協
会
の
大

学
生
な
ど
合
わ
せ
て
11
人
が
対

応
に
あ
た
り
、
訪
れ
た
方
に
丁

寧
に
教
え
て
い
ま
し
た
。
同
相

談
会
前
日
に
は
、
北
信
州
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
飯
山
大
会
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
同
協
会
の

大
学
生
な
ど
15
人
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。
ま
た
、

８
月
に
は
柳
原
地
区
大
川
区
で

2
泊
3
日
の
日
程
で
、
約
70
名

の
大
学
生
等
が
古
道
な
ど
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

　

飯
山
市
と
同
協
会
は
、
今
年

２
月
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
て
お
り
、
同
協
会
に
は
、
い

い
や
ま
雪
ま
つ
り
や
か
ま
く
ら

の
里
の
運
営
な
ど
活
動
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

再
議
書
を
飯
山
市
議
会
に
提
出

臨時会の開会にあたり、議場であいさつをする江沢市長



【特定健診未受診の方などへおすすめ】

国民健康保険人間ドック補助金
をご活用ください

　飯山市国民健康保険に加入されている方に、人間
ドック検査費用の一部を補助しています。生活習慣
病の予防と病気の早期発見、治療にお役立てくださ
い。

【対象者】
次の①～⑤全てに該当する方です。
① 受診時に飯山市国民健康保険に加入している方
② 国民健康保険税に滞納がない世帯の方
③ 年齢が 35 歳以上 75 歳未満である方
④ 年度内に市が実施する特定健診（集団健診、個

別健診）を受診していない方
⑤ 健診結果を提供していただける方（「助成券利

用」の場合、健診結果は医療機関から市へ直接
提供されます。）

【補助金額】
日帰りドック		 20,000 円
一泊二日ドック	 25,000 円

※年度内に 35・40・45・50・55・60・65・70 歳
の誕生日を迎えられる方は 30,000 円（対象：日
帰り、一泊二日）

ポイントが 100 ポイントになると
1,000 円相当の記念品をお送りし
ます。健康ポイントの詳細は、飯
山市ホームページをご覧ください。

飯山市健康ポイント事業の対象

市民環境課 国保年金係　℡ 67-0726（課代表）

【申請方法と持ち物】
手順１．指定医療機関へ人間ドックの予約をする。

【指定医療機関】飯山赤十字病院、みゆき会ク
リニック、北信総合病院、長野市民病院、新
生病院、長野中央病院

手順２．国保年金係（１階２- ３窓口）で「人間ドッ
ク受診助成券」の交付申請をする。

【持ち物】保険証
手順３．人間ドック受診日に医療機関へ助成券を提出

し受診する。（窓口での支払いは補助金額を
引いた差額になります）

※ 人 間 ド ッ ク 受 診 後 に 補 助 金 申 請 を す る こ と も で き ま
す。また指定医療機関以外で人間ドックを受診される場合
も受診後に申請してください。領収書、健診結果、印鑑、
保険証、振込口座のわかるものをお持ちください。
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し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン

３・０（
長
野
県
総
合
５
か
年
計
画
）

　

し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン

３・０
（
長
野
県
総
合
５
か
年
計
画
）

は
、
概
ね
２
０
３
５
年
の
長
野
県

の
姿
を
展
望
し
、
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
今
後
５
年
間
の
取
り
組

み
を
定
め
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰

や
急
速
な
人
口
減
少
な
ど
危
機

的
な
状
況
を
克
服
し
、
県
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
信

州
の
強
み
や
特
色
を
生
か
し
、
物

質
的
に
も
精
神
的
に
も
満
た
さ
れ

た
、
本
当
の
意
味
で
の
ゆ
た
か
な

社
会
を
創
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
計

画
で
は
県
内
10
の
広
域
圏
毎
に
地

域
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
長
野
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
基
本
目
標

確
か
な
暮
ら
し
を
守
り
、
信
州

か
ら
ゆ
た
か
な
社
会
を
創
る

■
目
指
す
姿
（
北
信
地
域
計
画
）

豊
か
な
大
地
と
自
然
に
恵
ま

れ
た
ふ
る
さ
と 

雪
と
と
も
に

暮
ら
す
北
信
州

■
概
要
版
の
配
布

○
北
信
地
域
振
興
局
の
窓
口

○
飯
山
市
役
所

 

総
務
部
企
画
財
政
課
の
窓
口

■
お
問
い
合
わ
せ

長
野
県 

企
画
振
興
部 

総
合
政

策
課

℡ 

０
２
６-

２
３
５-

７
０
１
４

　
〇
総
合
計
画
全
般

県
庁
総
合
政
策
課

　

   

℡
０
２
６-

２
３
５-

７
０
１
４

　
〇
北
信
地
域
計
画

北
信
地
域
振
興
局
企
画
振
興
課

℡
０
２
６
９-

２
３-

０
２
０
１

　

子ども育成課 子育て支援係 ℡ 67-0741（課代表）

【認定について】
保育園は、保護者が仕事や病気などの理由により、
家庭内で保育することができない場合に、保護者に
代わって保育を行う施設です。入園にあたっては、
保護者および児童が飯山市に住民票を有していて、
満 1 歳（めぐみ保育園は６カ月）に到達しており、
保護者が「保育を必要とする事由」に該当し、保育
の必要性の認定を受ける必要があります。

「保育を必要とする事由」
①就労・就学、②妊娠・出産・育児、③病気・障害・
親族の介護など、児童の年齢や保育の必要性に応じ
て認定の区分があり、認定区分によって利用できる
時間（保育の必要量）が変わります。

【幼児教育・保育の無償化、第３子以降保育料免除】
令和元年 10 月 1 日から、3 歳以上児の保育料、給
食の副食費が無償化され、令和 5 年 4 月からは 3 歳
未満児の給食費（主食費・副食費）も無償化しました。
保護者の負担軽減を図るため、使用済みおむつの持
ち帰りを廃止しています。また飯山市では、第３子
以降保育料無料化事業を実施しており、該当する場
合、3 歳未満のお子さんについても保育料が無料と
なります。（一定の要件および申請が必要です。）

【市内の幼稚園】
幼稚園への入園希望は、直接幼稚園へお問い合わせ
ください。飯山中央幼稚園　℡ 62 -2679

■書類配布
  10 月 13 日（金）
■受付期間
　10 月 16 日（月）から 11 月 2 日（木）まで
■書類配布・受付
　市内保育園、市役所子ども育成課

　来年 4 月から新規に保育園への入園を希望される
お子さんの申し込み受付を開始します。新規の申し
込みのほか、4 月以降の年度途中からの入園を希望
される方や、現在の保育園から他の園に移りたい方
なども、受付期間中にお申し込みください。在園児
の人数や設備等の関係で、受け入れ人数に制限が生
じる場合がございます。その際は、希望に添えない
場合がありますので、予めご了承ください。

【 市内の保育園一覧 】
保育園名 定員 土曜 休日 連絡先

しろやま保育園 90 ○ ○ 62-5595
木島保育園 100 ○ - 62-5888
秋津保育園 70 △ - 62-0476
いずみだい保育園 70 △ - 62-5889
常盤保育園 80 △ - 62-5804
瑞穂保育園 60 △ - 65-2515
とがり保育園 100 ○ ▲ 65-4250
めぐみ保育園（私） 110 ○ - 62-2129

●利用可能時間
　7：30 ～ 19：00（めぐみ保育園 7：00 ～ 19：30）
●「○」一日実施、　「△」13:00 まで実施、「▲」要相談、
　 「 - 」未実施
※しらかば保育園は休園中です

保育園入園申込みのご案内
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

11
月
15
日
㈬
か
ら
21
日
㈫
は
、

「
全
国
一
斉
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
』
強
化
週
間
」
で
す
。
強

化
週
間
中
は
、
通
常
の
時
間
帯
を

延
長
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
な
お
、

法
務
局
飯
山
支
局
お
よ
び
飯
山

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

面
談
で
の
相
談
所
（
無
料
）
を
開

設
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
専
用
電
話

℡
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

【
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま

で
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
）】

■
面
談
に
よ
る
相
談
所（
予
約
不
要
）

〇
日
時

11
月
21
日
㈫

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

〇
場
所

長
野
地
方
法
務
局 

飯
山
支

局
（
飯
山
１
０
８
０
番
地
）

長
野
地
方
法
務
局 

飯
山
支
局

℡ 

６
２-

２
３
０
２

今年度は抽選で
１万円の商品券が

もらえる
ダブルチャンスあります！

大
阪
市
×
飯
山
市

姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
記
念
事
業

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す

　

１
９
７
４
年
（
昭
和
49
年
）

12
月
６
日
に
大
阪
市
と
飯
山
市

で
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
ス
キ
ー
姉
妹

都
市
宣
言
」
を
交
わ
し
て
か
ら
、

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
で
50

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

大
阪
市
と
飯
山
市
で
現
在
、

準
備
を
進
め
て
い
る
記
念
事
業
を

盛
り
上
げ
、
相
互
の
機
運
を
高
め

て
い
く
た
め
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募

集
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
募
集
内
容

「
大
阪
市
×
飯
山
市 

姉
妹
都

市
提
携
50
周
年
記
念
事
業
」

と
一
体
的
に
使
用
す
る
ロ
ゴ

マ
ー
ク

■
使
用
目
的

ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
印
刷
物
、
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
な
ど

広
く
活
用
す
る
た
め

■
募
集
期
間

　
11
月
20
日
㈪
午
後
５
時
ま
で

商
工
観
光
課 

観
光
係

℡ 
６
７-

０
７
３
１
（
課
代
表
）

QR コードで
ホームページ
をチェック！



広
告
コ
ー
ナ
ー

広
告
コ
ー
ナ
ー

広報飯山　6ヶ月間

広告枠　46mm×180mm

おたからや
ドン・キホーテ信州中野店

月曜日～土曜日 ～

日曜日のみ ～

［場所］中野市大字江部 ドン・キホーテ信州中野店内

高価買取目指します‼

どんな物でも査定は無料‼

出張買取承ります‼

○貴金属○切手○古銭○勲章○

○刀剣○ブランド品○骨董品○

○商品券○使わないカメラ○

○壊れた腕時計○万年筆○など

フリーダイヤル 0120-940-578

長野県公安委員会 古物商許可
第 号インスタ

やってます♪

お気軽にお越しください‼

【場所】
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Informationお知らせ

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得
額が一定基準の年金受給者の生活を支援するために、
年金に上乗せして支給されます。
■請求手続き
①新たに年金生活者支援給付金を受給いただける方

受給の対象になる方には、日本年金機構が９月初旬から、
請求可能な旨のお知らせを送付しています。同封のはがき

（年金生活者支援給付金請求書）に記入し提出してくださ
い。令和 6 年 1 月 4 日までに請求手続が完了しますと、令
和 5 年 10 月分からさかのぼって受給することができます。

②年金を受給しはじめる方
年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請
求手続きをしてください。

■対象となる方
○老齢基礎年金を受給している方で以下の３つの要

件をすべて満たしている方
・65 歳以上
・世帯員全員の市民税が非課税
・前年の年金収入額とその他所得額の合計が 87 万 8,900

円以下
○障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方で、

前年の所得額（※1）が 472 万 1,000 円以下（※ 2）
※１ 障害年金等の非課税収入は、年金生活者支援給付金の

判定に用いる所得には含まれません。
※ 2 扶養親族等の数に応じて増額。

所得等が一定基準の方に支給される

年金生活支援給付制度 受給には請求書の提出が必要です
給付金専用ダイヤル（ナビダイヤル） 　℡ 0570-05-4092

　

公民連携推進課 公民連携推進係 ℡ 67-0725（課代表）

「飯山市旧城南中学校」の利活用に向け

プレサウンディング型市場調査を行います

■対象施設
　旧飯山市立城南中学校跡地の土地建物
　所在地：飯山市大字飯山 350
　（現在も建物、敷地、グラウンドは閉校時のまま）
■土地利用可能面積
　29,500㎡

　市有財産である「飯山市旧城南中学校跡地」の土
地・建物の利活用の検討にあたり、広く民間事業者
等の皆さまから、新たな事業のアイデアや活用内容
等の提案を募集する「プレサウンディング型市場調
査」を実施します。お申込み方法等詳しくは、市の
ホームページをご覧いただくか、お問合せください。

■建物について
　普通教室棟３階建　1709㎡
　特別教室棟２階建（北側）853㎡
　特別教室棟２階建（南側）882㎡
　室内運動場（体育館）950㎡
　その他管理棟、室内運動（小）等有り
■対話のスケジュール
　①参加申込　　　 10 月2日（月）から11月２日（木）まで
　②アンケート調査 10 月2日（月）から11月10日（金）まで
　③対話実施期間　11 月中旬から 12 月末

所
得
税
等

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は

ま
ず
税
務
署
に
電
話
を

　
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
ま

ず
は
税
務
署
に
電
話
に
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
か
け
い
た

だ
い
た
電
話
は
自
動
音
声
で
ご
案

内
し
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ
て

「
①
」「
②
」「
③
」
の
番
号
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。

音
声
案
内
﹁
①
﹂

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご

質
問
。
国
税
局
の
職
員
が
お

答
え
し
ま
す
。
音
声
案
内
に

従
い
相
談
内
容
の
番
号
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い

「
１
」
所
得
税
「
２
」
源
泉
所

得
税
・
年
末
調
整
・
支
払
調

書
「
３
」
相
続
税
・
贈
与
税
・

譲
渡
所
得「
４
」法
人
税「
５
」

消
費
税
・
印
紙
税
「
６
」
そ
の

他
の
ご
相
談

音
声
案
内
﹁
②
﹂

税
務
署
で
の
申
告
・
相
談
の
予
約

音
声
案
内
﹁
③
﹂

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
お

よ
び
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す

る
ご
相
談
・
ご
質
問

信
濃
中
野
税
務
署

℡ 

０
２
６
９ -

２
２ -

３
１
５
１

自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

千
曲
川
河
川
敷
の
立
木

伐
採
希
望
者
（
企
業
・
団
体
・
個
人
）

募
集
（
営
利
目
的
Ｏ
Ｋ
）

　

河
川
管
理
上
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
あ
る
河
川
敷
の
立
木
に

つ
い
て
、
繁
殖
能
力
が
高
い
樹
木

も
あ
り
、
伐
採
が
追
い
つ
か
ず
対

処
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。
河
川
法
第
25
条
に
基
づ
く

伐
採
許
可
に
よ
り
、
営
利
を
目

的
と
す
る
方
々
も
含
め
﹆
樹
木

の
伐
採
を
希
望
す
る
方
を
募
集
し

ま
す
。
樹
木
伐
採
を
行
い
た
い
方

は
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
受
付
期
間
（
予
定
）

10
月
２
日
㈪
か
ら
10
月
31
日

㈫
ま
で

■
伐
採
面
積

概
ね
３
０
０
㎡
以
上
で
上
限
の

設
定
な
し

許
可
の
日
か
ら
３
カ
月
間

で
伐
採
可
能
な
範
囲

■
募
集
対
象

営
利
を
目
的
と
す
る
方
々
も

含
む
企
業
・
団
体
・
個
人

■
そ
の
他

範
囲
、
応
募
資
格
、
申
し
込

み
方
法
等
の
詳
細
は
千
曲
川

河
川
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照 国

土
交
通
省

千
曲
川
河
川
事
務
所 

管
理
課

℡ 

０
２
６-

２
２
７-

９
２
６
１

QR コードで
ホームページ
をチェック！

ご
み
の
野
外
焼
却
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

ご
み
の
野
焼
き
（
野
外
焼
却
）

は
、
周
辺
地
域
に
与
え
る
影
響
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
廃
棄
物
処
理

法
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為

で
す
が
、
市
や
警
察
に
は
家
庭
ご

み
を
中
心
と
し
た
野
焼
き
に
関
す

る
通
報
が
毎
年
複
数
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
中
に
は
実
際
に
事
件
化
さ

れ
、
数
十
万
円
の
罰
金
が
科
さ
れ

た
例
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
農
業

を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
焼

却
等
は
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
周
囲
へ
の
影
響
が
軽
微

で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
た
め
、

家
庭
ご
み
や
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
焼
却
、
臭
い
や
煙
が
原

因
で
近
隣
住
民
か
ら
苦
情
が
出
る

よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
市
役
所
や

警
察
が
指
導
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
稲
わ

ら
を
焼
却
す
る
場
合
に
は
、
一
度

に
燃
や
す
量
、
風
向
き
、
時
間
帯

等
に
注
意
し
、
近
所
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
は
燃
や
し
た
り
せ
ず
に
、

適
正
な
方
法
で
処
理
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
家
庭
ご
み
の
分
別・

処
理
方
法
の
詳
細
は
「
ご
み
・
資

源
物
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
生
活
環
境
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

℡ 
６
７-

０
７
２
６
（
課
代
表
）

■
野
焼
き
（
野
外
焼
却
）

地
面
で
の
焼
却
の
ほ
か
、
地
面

に
掘
っ
た
穴
、
ド
ラ
ム
缶
、
ブ

ロ
ッ
ク
囲
い
、
法
の
基
準
に
適

合
し
な
い
焼
却
炉
等
で
の
焼

却
を
含
む

■
違
反
し
た
場
合

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た

は
そ
の
両
方

宝
く
じ
の
助
成
金
で

祭
礼
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財

源
に
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
今

井
区
が
祭
礼
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
の
一
環
と
し
て
事
業
が
行
わ
れ

て
お
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

し
て
い
ま
す
。

総
務
課 
庶
務
係

℡ 
６
７-
０
７
２
０
（
課
代
表
）今井区が整備した祭礼備品
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▶なぜ減塩が必要なの
塩分を摂り過ぎると血液中のナトリウム量が増え、その
濃度を薄めるために喉が渇いて水分を欲します。そのため、
血液量が増えて心臓は高い圧力をかけて血液を循環させ
なくてはならなくなり、血圧の上昇（＝高血圧）を招きます。
減塩を心掛けることは健康維持に加えて自立した生活を営
む期間（＝健康寿命）の延伸のために必要です。
▶高血圧はなぜいけないの
高血圧の状態が続くと、動脈硬化を引き起こしやすくな
り、やがて脳卒中や心筋梗塞、腎不全などの命に関わる
病気を発症するリスクが高まります。

減塩に取り組もう

▶減塩ポイント ①食べるとき編
・醤油は「つける」、塩は「かける」
・添付の調味料は全部使わない
・麺類のスープは飲み干さない
・酢や香味野菜などを上手に利用する
・漬物や塩蔵品は控えめに
▶減塩ポイント②調理編
・天然食品（昆布、かつお節等）でだしを取る
・味噌汁は具沢山に
・煮物の味付けは最後にする
・「とろみ」をつけて味に満足感を
・旬の食材で調理する
・調味料はきちんと測る習慣をつけましょう
▶減塩ポイント③カリウム編
野菜や果物に多く含まれているカリウムは、体内の余分
な塩分を体の外へ排出させる働きがあるので、積極的に摂
るようにしましょう。(※腎臓疾患のある方は主治医と相談
して下さい)　
濃い味に慣れている人も味覚は変化していくものなので、
少しずつ薄味に慣れていくようにしましょう。また、無理の
ない範囲で長く続けていくことが大切です。

　　保健福祉課健康増進係　 ℡ 67-0727（課代表）

㉑
　実りの秋になり、先月、ぶどう狩りに行ってきました！
　コースは、時間無制限の食べ放題で、農園内にある
全ての品種のブドウが食べられるので、食べ比べをし
ました。当日、種無し巨峰、瀬戸ジャイアンツとス
チューベンの三種類を食べました。その中でも、瀬戸
ジャイアンツが一番美味しいと思いました。初めて食
べましたが、皮が薄い種がない品種で、爽やかなちょ
うどいい甘さがあり、永遠に食べられると思いました。
　美味しいブドウを食べていると、カナダの名産品、
アイスワインを思い出しました。
　アイスワインとは、ブドウが樹上で凍結した状態の

時に収穫し、凍ったまま圧搾して造る甘口ワインです。
糖分を含む溶液は凍りませんが、水分は凍るので、よ
り濃縮されたぶどうジュースが取れます。アイスワイ
ン用のブドウは、自然に凍った状態で収穫しなければ
ならず、収穫時の気温は氷点下 8度以下でなければな
りません。

　最も有名で高価なアイスワインはドイツ産ですが、
最も生産量が多いのは、カナダです。カナダの生産量は、
世界の５割以上を占めています。カナダのアイスワイン
はお土産として人気があり、酒屋や免税店で購入でき
ます。機会があれば、ぜひ飲んでみてください！

飯山市でのぶどう狩りは楽しかったです！

QRコードで
インスタグラム
をチェック！

　
電
気
器
具
等
は
日
常
生
活
に
お
い
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
が
、
令
和

4
年
度
の
建
物
火
災
の
約
2
割
は
電
気
器

具
等
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
使
用
者

の
不
注
意
や
誤
っ
た
方
法
で
使
用
し
た
場

合
は
、
火
災
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
電
気
器
具
等
を
使
用
す
る
際
に

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

１ 

点
検
の
実
施

　
扇
風
機
や
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
季
節

を
限
定
し
て
使
用
す
る
電
気
器
具
等
は
、

毎
年
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
使
用
中
に
普
段
と
違
っ

た
音
や
動
き
に
気
づ
い
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
使
用
を
止
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
差
込

プ
ラ
グ
を
抜
い
て
、
専
門
の
業
者
に
点
検

を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

２ 

正
し
い
使
用

　
電
気
ス
ト
ー
ブ
で
洗
濯
物
を
乾
か
し
て
い

る
時
に
、
洗
濯
物
が
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
上
に

落
ち
て
火
災
につ
な
が
る
な
ど
、
電
気
器
具

等
を
本
来
の
目
的
以
外
で
使
用
す
る
と
、
意

図
し
な
い
火
災
につ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
使
用
に
際
し
て
は
、
取
扱
説
明
書
を

よ
く
読
み
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
理
解
し
て

正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

３ 

危
険
な
た
こ
足
配
線

　

現
在
は
、
数
多
く
の
電
気
機
器
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
使
用
す

る
電
気
機
器
に
対
し
コ
ン
セ
ン
ト
が
不
足

し
、
た
こ
足
配
線
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
コ
ン
セ
ン
ト
自
体
が
過
熱
し
、
火
災

の
原
因
と
な
る
た
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
電

気
の
許
容
量
を
超
え
て
使
用
す
る
た
こ
足

配
線
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

４ 

コ
ン
セ
ン
ト
の
清
掃

　
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
込
プ
ラ
グ
を
長
期
間

差
し
込
ん
だ
状
態
に
し
て
お
く
と
、
コ
ン

セ
ン
ト
と
差
込
プ
ラ
グ
の
間
に
ほ
こ
り
等

が
付
着
し
、
通
電
す
る
こ
と
に
よ
り
火
災

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
差
込
プ
ラ
グ

に
付
着
し
た
ほ
こ
り
等
は
、
定
期
的
に
取

り
除
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

５ 

危
険
な
状
態
の
コ
ー
ド

　
コ
ー
ド
を
傷
ん
だ
状
態
や
重
い
物
が

乗
っ
た
状
態
、
束
ね
た
状
態
で
使
用
す

る
と
、
コ
ー
ド
が
断
線
や
過
熱
し
て
出

火
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
大
変

危
険
で
す
。
傷
ん
だ
コ
ー
ド
は
早
め
に

交
換
し
、
重
い
物
を
乗
せ
て
の
使
用
や

束
ね
た
状
態
な
ど
不
適
切
な
状
態
で
使

用
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

電気を正しく安全に使って火災を防ぎましょう
 第187回

・

・

・
・

・

・

・

防 災 ナ ビ
・

・

・
・

・

・

      危機管理防災課  ℡ 67-0721（課代表）
Ｅ ( エ ) ネルギッシュに
Ｅ (イー ) ヤマで活躍している

皆さんを紹介します

E
イー

ひ　と
発見！
いいひと はっけん    ＃ 209

瑞
穂
地
区
の
福
島
に
移
住
し
、
2

年
が
過
ぎ
た
と
い
う
城
田
ご
夫

妻
。
出
身
は
、
お
二
人
と
も
群
馬
県
で
、

以
前
は
埼
玉
県
の
大
宮
に
お
住
ま
い
で
し

た
。
移
住
の
き
っ
か
け
は
、
10
年
ほ
ど
前

に
敦
之
さ
ん
が
仕
事
で
長
野
市
に
転
勤

し
た
こ
と
で
、
大
宮
に
戻
っ
て
か
ら
も
、

年
に
３
回
ほ
ど
長
野
を
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
敦
之
さ
ん
の
勤
め
先
が
大
宮
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
新
幹
線
駅
が
あ
る
こ
と
を

条
件
に
物
件
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
縁
が
あ

り
、
移
住
先
を
飯
山
市
に
決
め
ま
し
た
。

趣
味
が
ス
キ
ー
と
い
う
敦
之
さ
ん
。

「
趣
味
と
言
え
る
ほ
ど
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。
雪
が

降
る
こ
と
も
、
移
住
先
を
選
ぶ
条
件
の
一

つ
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
最
近
は
、チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
や
薪
割
り
機
を
使
っ
て
ス
ト
ー
ブ

に
使
う
薪
を
作
る
の
が
楽
し
み
だ
と
い
い

ま
す
。
美
代
子
さ
ん
の
楽
し
み
は
、
庭
に

あ
る
畑
を
耕
運
機
で
耕
す
こ
と
で
す
。「
車

で
ド
ラ
イ
ブ
す
る
の
と
同
じ
よ
う
な
感
覚

で
し
ょ
う
か
」
と
楽
し
そ
う
に
話
す
美
代

子
さ
ん
。「
移
住
す
る
前
は
、
こ
ん
な
生

活
し
て
い
な
か
っ
た
ね
」
と
お
互
い
顔
を

見
合
い
な
が
ら
話
し
ま
す
。

福
島
棚
田
の
田
植
え
や
稲
刈
り
な

ど
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る

城
田
さ
ん
ご
夫
妻
。
お
二
人
の
お
気
に
入

り
の
場
所
は
、
日
本
の
棚
田
百
選
に
選
ば

れ
て
い
る
福
島
棚
田
か
ら
の
眺
め
で
す
。

「
ま
わ
り
の
山
並
が
見
渡
せ
、
雄
大
な
千

曲
川
が
見
え
る
こ
の
景
色
が
好
き
で
す
」

と
お
二
人
で
う
な
ず
き
ま
す
。

城し

ろ

た田 

敦の
ぶ
ゆ
き之

さ
ん

美
代
子
さ
ん

瑞
穂
地
区

山
並
み
が
見
渡
せ
、

雄
大
な
千
曲
川
が
見
え
る

こ
の
景
色
が
好
き
で
す
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共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　
常
盤
小
学
校
長
　
大
日
方
良
彰

　

最
近
、「
発
達
障
が
い
」
と
い

う
言
葉
を
マ
ス
コ
ミ
で
見
聞
き
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・
多
動
症
）、

Ａ
Ｓ
Ｄ（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）、

Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
が
い
）
の
３
つ
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
落
ち
着
き
が

な
く
、
不
注
意
」、「
こ
だ
わ
り
が

強
く
、
対
人
関
係
が
苦
手
」、「
読

み・書
き・計
算
な
ど
一
部
が
苦
手
」

な
ど
の
姿
で
表
れ
ま
す
。
一
昔
前

の
学
校
で
は
「
み
ん
な
と
同
じ
に

で
き
な
い
困
っ
た
子
」
と
と
ら
え

ら
れ
、時
に
は
差
別
の
対
象
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
の
文
科
省

の
調
査
で
は
通
常
学
級
に
在
籍
す

る
児
童
生
徒
の
8.8
％
に
疑
い
あ
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
場
感
覚

で
は
２
割
を
超
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

大
事
な
こ
と
は
、
現
代
の
医
学
的

な
知
見
に
よ
り
、
発
達
障
が
い
は

脳
の
機
能
の
問
題
で
あ
っ
て
、
決

し
て
親
の
し
つ
け
や
わ
が
ま
ま
が

原
因
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
医
療
や
学
校
現
場
で
は

そ
の
理
解
や
具
体
的
な
支
援
方
法

が
劇
的
に
進
歩
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
お
、
ね
だ
ん
以
上
」

で
知
ら
れ
、
売
上
高
７
千
億
円

の
「
ニ
ト
リ
」
を
一
代
で
築
き
上

げ
た
似
鳥
昭
雄
さ
ん
の
お
話
を
紹

介
し
ま
す
。
彼
は
小
学
校
４
年
生

に
な
っ
て
も
名
前
を
漢
字
で
書
け

ず
、
成
績
は
い
つ
も
ビ
リ
。
忘
れ

物
ば
か
り
で
い
じ
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
似
鳥
さ
ん
が
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
の
診
断
を
受
け
「
発
達
障
が

い
で
よ
か
っ
た
。」
と
語
っ
て
い
ま

す
。「
障
が
い
の
お
か
げ
で
、
人
が

考
え
つ
か
な
い
こ
と
を
考
え
ら
れ

る
。」「
短
所
は
も
う
仕
方
な
い
。

長
所
が
見
つ
か
る
と
短
所
が
隠
れ

ち
ゃ
う
ん
だ
よ
ね
。」
と
い
う
言
葉

に
は
深
い
感
銘
を
覚
え
ま
す
。

　

私
た
ち
は
「
人
と
同
じ
こ
と
」

や
「
整
然
と
し
た
集
団
」
を
重
視

す
る
傾
向
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、「
困
っ
た
子
は
困
っ
て
い

る
子
。」「
み
ん
な
特
性
は
違
う
。

バ
ラ
バ
ラ
が
当
た
り
前
。」
と
多

く
の
人
が
受
容
的
に
見
方
を
変
え

て
い
け
ば
、私
た
ち
の
社
会
は
も
っ

と
住
み
や
す
い
社
会
に
な
る
と
思

う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

人権学習
シリーズ

満
蒙
開
拓
の
歴
史
を
学
ぶ

中
学
生
が
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
を
訪
問

令
和
５
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

結
果
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

11
月
開
催
の
長
野
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

今
年
は
「
飯
山
・
栄
チ
ー
ム
」
と
し
て
出
場

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
㈱
が

小
中
学
校
へ
再
生
紙
・
再
生
紙
ノ
ー
ト
を
寄
贈

　
飯
山
市
で
は
、
中
学
生
の
平
和

学
習
の
一
環
と
し
て
、
平
成
29
年

度
か
ら
、
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

の
方
に
城
南
・
城
北
中
学
校
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
３
年
生
の
生
徒

を
対
象
に
満
蒙
開
拓
の
歴
史
を
学

ぶ
講
演
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
よ
り
深
い
学
び
が
で

き
る
よ
う
、
両
中
学
校
の
３
年
生

約
１
３
０
名
が
下
伊
那
郡
阿
智
村

に
あ
る
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
を

７
月
と
９
月
に
訪
問
し
ま
し
た
。

　
全
国
で
最
も
多
い
３
万
７
千
人

あ
ま
り
（
青
少
年
義
勇
軍
含
む
）

を
満
州
へ
送
り
出
し
た
の
が
長
野

県
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
敗
戦
後
に

　
全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
は
、

児
童
・
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況

を
把
握
・
分
析
し
て
、
指
導
方
法

の
研
修
・
改
善
や
、
教
育
施
策
の

改
善
・
充
実
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
本

年
度
は
、
４
月
18
日
に
小
学
６
年

生
及
び
中
学
３
年
生
を
対
象
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
施
教
科
は
，国
語
科
、算
数・

　

11
月
19
日
㈰
に
開
催
予
定
の

「
第
72
回
長
野
県
縦
断
駅
伝
競
走

大
会
」
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
飯

山
・
栄
チ
ー
ム
の
実
行
委
員
会
が

行
わ
れ
、
昨
年
は
他
地
域
と
の
合

同
チ
ー
ム
と
い
う
形
で
の
参
加
で

し
た
が
、
今
大
会
は
令
和
元
年
以

来
の
「
飯
山
・
栄
」
と
し
て
単
独

チ
ー
ム
を
編
成
し
て
参
加
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
松
本
城
公
園
を
ス
タ
ー

ト
し
、
飯
田
市
を
ゴ
ー
ル
と
す
る

12
区
間
で
優
勝
が
争
わ
れ
ま
す
。　

　
飯
山
栄
チ
ー
ム
は
、
過
去
最
高

順
位
で
あ
る
12
位
を
上
回
る
成
績

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

℡
６
７
―
０
７
４
６
（
課
代
表
）

　
環
境
教
育
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

株
式
会
社
様
か
ら
市
内
小
中
学

校
各
校
へ
、
ペ
ー
パ
ー
ラ
ボ
（
同

数
学
科
、
そ
し
て
中
学
校
で
は
、

３
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
外
国
語

(

英
語)

科
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
結
果
概
要
は
表
の
と
お
り
で
す

が
、
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
国
語

科
、
算
数
科
で
全
国
平
均
と
ほ
ぼ

同
じ
状
況
と
な
り
、
授
業
改
善
の

成
果
が
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。
一

方
、
中
学
校
で
は
、
国
語
科
で
全

国
平
均
を
８
ポ
イ
ン
ト
程
度
、
数

学
科
で
全
国
平
均
を
６
ポ
イ
ン
ト

程
度
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
外

国
語
（
英
語
）
科
で
は
、
全
国
平

均
を
６
ポ
イ
ン
ト
程
度
下
回
る
、

と
い
う
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
小
中

学
校
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
十
分
に
活

用
し
自
ら
考
え
を
深
め
た
り
、
友

達
と
協
働
的
に
学
ん
だ
り
し
な
が

ら
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
い
「
分

か
っ
た
・
で
き
た
」
を
実
感
で
き

る
授
業
を
創
っ
て
行
く
予
定
で

す
。

お
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
育
成
課
学
校
教
育
係

℡
６
７
―
０
７
４
１
（
課
代
表
）

学校別 教科 全国 飯山市

小学校6年生
国語 67.2 67
算数 62.5 62

中学校3年生
国語 69.8 61
数学 51.0 45
英語 45.6 40

社
が
開
発
し
た
使
用
済
み
の
コ

ピ
ー
用
紙
か
ら
再
生
紙
を
製
造
す

る
機
器
）
に
よ
り
作
ら
れ
た
印
刷

用
再
生
紙
と
、
再
生
紙
か
ら
制
作

し
た
学
習
用
ノ
ー
ト
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
10
月
６
日
に
は
飯
山
市
役
所
で

贈
呈
式
を
行
い
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ

ソ
ン
株
式
会
社 

人
的
資
本
・
健

康
経
営
本
部 

窪
田
美
彦
副
本
部

長
か
ら
松
木
教
育
長
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
窪
田
副
本
部
長
か
ら
は
、
同
社

が
行
っ
て
い
る
ペ
ー
パ
ー
ラ
ボ
を

は
じ
め
と
し
た
環
境
保
全
の
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、

松
木
教
育
長
は
、「
寄
贈
い
た
だ
い

た
再
生
紙
や
ノ
ー
ト
を
身
近
な
教

材
と
し
て
、
引
き
続
き
各
小
中
学

校
で
の
環
境
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
育
成
課
学
校
教
育
係

℡
６
７
―
０
７
４
１
（
課
代
表
）

現
地
に
取
り
残
さ
れ
た
日
本
人
の

帰
国
に
尽
力
し
た
丸
山
邦
雄
氏
が

現
在
の
富
倉
地
区
出
身
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
満
蒙
開
拓
の
歴
史
は
飯

山
の
中
学
生
に
と
っ
て
も
平
和
学

習
と
し
て
学
ぶ
べ
き
歴
史
。
参
加

し
た
生
徒
た
ち
は
、
平
和
記
念
館

の
方
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
満
蒙

開
拓
に
か
か
わ
る
写
真
や
映
像
、

地
図
や
図
表
、
開
拓
団
の
住
居
を

再
現
し
た
模
型
な
ど
、
当
時
を
知

る
豊
富
な
資
料
を
体
感
し
、
平
和

　８月から、市内小学校で英語の授業を担当
いただくALT（外国語指導助手）として、カ
ワシリ・ノア・ナエキ先生が着任されました。
ノア先生は今後、飯山小学校、戸狩小学校、
東小学校で英語の授業を担当されます。
　ノア先生はアメリカ出身。飯山の印象は、「山
がたくさんあり、学校の給食がおいしい」と
感じているというノア先生。今後やってみた
いこととして、休日は、スノーボードに挑戦し
たり、趣味のランニングを続けて来年はハー
フマラソン大会に参加したいとのことです。
　飯山市では小中学校の児童生徒の皆さんに
生きた英語を学んでいただくため、計５名の
ALTを各小中学校に配置しています。
（お問い合わせ）
子ども育成課学校教育係　℡67-0741（課代表）

ＡＬＴとしてノア先生が着任

「
一
日
も
早
く
良
い
先
生
に
な
り
た
い
」

と
目
標
を
話
す
ノ
ア
先
生
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
再
生
紙
ノ
ー
ト

令和5年度全国学力・学習状況調査結果概要

※結果について全国平均は小数点第一位まで、市平均は整数値で記載

へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

　
飯
山
市
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
広
く
市
民
の
方
々
に
満

蒙
開
拓
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

の
自
治
体
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
の
登

録
会
員
に
も
加
盟
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
満

蒙
開
拓
平
和
記
念
館
を
ご
訪
問

く
だ
さ
い
。

平和記念館で話を聞く城北中生徒
目録を手にする松木教育長（左）と
セイコーエプソン窪田副本部長



① 木の実を使った工作（ふるさと館）
② 五束太々神楽の披露（ふるさと館）
③ 作品から答えを探すクイズ（美術館）
④ 利用団体による舞台発表
　 （いいやま女性センター未来）
⑤ 秋まつりライブ（文化交流館なちゅら）
⑥ 利用団体による作品展示
    （いいやま女性センター未来）
⑦ 「なかま」を集める ゲーム（図書館）
⑧ 缶バッジのデザインは 秋まつりの
    キャラクター「マナビン」

実施
報告

　
「
見
よ
う
、
学
ぼ
う
、
集
ま

ろ
う
！
学
び
の
エ
リ
ア
秋
ま
つ

り
」
が
、
9
月
30
日
、
10
月

1
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
秋
ま
つ
り
は
、
飯
山
市

公
民
館
、
市
立
飯
山
図
書
館
、

飯
山
市
美
術
館
、
い
い
や
ま
女

性
セ
ン
タ
ー
未
来
、
飯
山
市
文

化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
、
飯
山
市

ふ
る
さ
と
館
か
ら
な
る
「
学
び

の
エ
リ
ア
」
を
会
場
に
毎
年
秋

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
ま
つ
り
当
日
は
、
利
用
団

体
に
よ
る
作
品
展
示
や
舞
台
発

表
の
ほ
か
、
く
じ
引
き
や
昔
遊

び
の
体
験
な
ど
、
来
場
す
る
皆

さ
ん
が
楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
各
施
設
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
館
の
企
画
展
に

あ
わ
せ
た「
五
束
の
太
々
神
楽
」

の
披
露
に
は
多
く
の
方
が
集

ま
り
、
長
野
県
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
舞
を
熱
心
に
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
館
を
め
ぐ
っ
て
キ
ー
ワ
ー

ド
を
完
成
さ
せ
る
ワ
ー
ド
ラ
リ

ー
も
好
評
で
、
家
族
や
友
人

同
士
で
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

全
五
種
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ

ジ
を
楽
し
そ
う
に
選
ん
で
い
ま

し
た
。

学
び
、
体
験
し
、
楽
し
む
場
に

飯
山
城
下
町
を
歩
く

申込先　いいやま女性センター未来 ℡ 62-0543（休館日：日曜祝日）問

第 44回 飯山市

飯山市公民館 　　℡ 62-3342

作品展示の部

舞台発表の部

◆日　時　10月21日（土）、22日（日）　9:00 ～ 17:00
◆会　場　飯山市公民館

◆期　日　11月3日（金）（祝）
◆会　場　 飯山市文化交流館なちゅら

　市内（飯水）の小中学生が制作した絵画・版画・習字
などの、飯水児童生徒図工美術・習字作品選抜展作品
の展示を行います。舞台部門は市内の小中学生と高校
生による合唱、合奏、吹奏楽等が発表されます。どう
ぞご来場ください。

①

③ ②

④

⑤

⑥⑦

⑧

飯
山
城
下
町
を
歩
く
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２
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６
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４
０
（
代
表
）
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飯山市公民館
Ins tagram を
始めました。
フォローを
お願いします

飯山城下町絵図（江戸時代後期）

　

飯
山
城
下
町
の
古
絵
図
と

現
在
の
地
図
を
比
較
す
る
と
、

町
の
変
遷
や
変
化
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
飯
山
城
下
の
町
並
み
は
、
城

防
備
の
た
め
に
鉤
型
（
か
ぎ
が

た
）
に
曲
げ
ら
れ
た
道
筋
や
、

西
側
山
麓
に
建
ち
並
ぶ
社
寺

な
ど
現
在
も
大
き
く
変
わ
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
一
方
で
、

新
た
に
道
が
通
さ
れ
た
り
、
た

め
池
や
水
路
が
埋
め
立
て
ら
れ

た
り
、
暗
渠
（
あ
ん
き
ょ
）
化

さ
れ
た
り
と
大
き
く
変
わ
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
古

絵
図
を
み
る
と
、
街
道
の
中

心
に
用
水
路
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

明
治
時
代
の
写
真
を
み
る
と
道

路
の
中
心
に
用
水
路
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

今
で
は
残
っ
て
い
な
い
六
軒
町

（
ろ
っ
け
ん
ち
ょ
う
）、
鷹
匠
町

（
た
か
じ
ょ
う
ま
ち
）、横
町
（
よ

こ
ま
ち
）
な
ど
の
町
名
も
絵
図

に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古

絵
図
を
片
手
に
城
下
町
を
歩
い

て
み
る
と
、道
、水
路
、区
割
り
、

建
造
物
な
ど
、
何
が
残
さ
れ
て

い
て
何
が
失
わ
れ
た
の
か
、
歴

史
的
資
源
が
残
る
特
徴
的
な

場
所
は
ど
こ
な
の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
普
段
は
気
が

つ
か
な
い
よ
う
な
小
さ
な
痕
跡

が
、
江
戸
時
代
の
飯
山
城
下
町

の
風
情
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

実施
報告

き
む
ら 

ゆ
う
い
ち 

さ
ん 

講
演
会 

開
催

工
作
や
朗
読
を
楽
し
む

学
び
の
エ
リ
ア 

秋
ま
つ
り
　
６
館
で
開
催

 「クリスマスオブジェに挑戦！」講座くらしのセミナ－参加者
募集

◆期   日：11月 10日（金）
◆時   間 : 午前コース 10:00 ～正午　
　　　　   午後コース 13:30 ～ 15:30
◆場   所：いいやま女性センター未来　創作室
◆講   師：フラワーコーディネーター　清水 恵さん

◆対 象  者：市民および市内に在勤の方
◆定　   員： 午前午後各 8名（定員になり次第〆切）
◆受 講  料： 1回２００円（材料費　1回３，０００円）
◆持 ち  物 ：エプロン、ペンチ、はさみ、マスク他
◆申込期間：10月２0日（金）～ 31日（火）

お知
らせ

お知
らせ
飯山市公民館 　　℡ 62-3342 

◆期  　日：11月19日 (日）
◆時  　間：13:30 ～ 15:00
◆会　　場：飯山市公民館　講堂
◆講　　師：看護師であり、うさぎと自転車で世界を旅する
　　　　　　 冒険家の河原啓一郎さん

※託児がご利用いただけます。ご希望の方は、11月
　2日（木）までに飯山市公民館へお申込みください。

飯山雪国大学教養講座

　10年に渡る自転車世界一周国際ボランティアの旅。い
かにして長期間旅を継続できたのか。旅の装備、技術とは。
ミャンマー、ウクライナなど各国で活動した経験、海外と
日本の医療や生活文化の違いとは。医療をはじめとした各
種ボランティアや旅の経験についてのお話しです。

次々に工作品が登場しました 作品のエピソード満載の講演会でした

自転車世界一周ボランティアの旅

　

10
月
１
日
、
飯
山
雪
国
大

学
文
化
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。『
あ
か
ち
ゃ
ん
の
あ
そ

び
え
ほ
ん
シ
リ
ー
ズ
』『
あ
ら

し
の
よ
る
に
』
の
著
者
き
む
ら

ゆ
う
い
ち
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
読
ん
で
、

作
っ
て
、
絵
本
と
あ
そ
ぼ
う
！
」

で
は
、
き
む
ら
さ
ん
と
一
緒
に
、

『
あ
ら
し
の
よ
る
に
』
に
登
場

す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
帽
子
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
「『
あ
ら
し
の
よ
る

に
』
の
ひ
み
つ
」
で
は
、
き
む

ら
さ
ん
に
よ
る
絵
本
の
朗
読

と
、『
あ
ら
し
の
よ
る
に
』
の

誕
生
・
成
長
秘
話
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
き
む
ら
さ
ん
の
幼
少
期

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
人
生
論
に
つ

い
て
の
お
話
も
あ
り
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
ご
本
人

に
よ
る
朗
読
が
聞
け
て
感
激
し

ま
し
た
」「『
あ
ら
し
の
よ
る
に
』

を
全
巻
読
ん
で
み
た
い
で
す
」

と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

シリーズ



飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030 月曜休館問

茅を刈って里山を守ろう！茅刈り体験参加者募集参加者
募集

◆日　時 :11 月 19日（日）　8:30 ～ 12:00　
◆場   所 : 旧飯山国際スキー場
◆日　程 :8:30　飯山市公民館集合（バスで移動します）
　　　　  9:00 ～ 12:00　刈取
◆対　象 : 小学 4年生以上（小学生は保護者同伴）

◆定　　員 :30 名
◆参 加  料 : 無料
◆服　　装 : 作業のしやすい服装
◆持 ち  物 : 軍手、長靴、鎌（大人のみ）
◆申込期間 :10 月２5日（水）～ 11月 10日（金）
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飯山市ふるさと館
冬季企画展

チケット販売：飯山市文化交流館 なちゅら 　℡ 67-0311　 火曜休館

映画「瞽女 GOZE」
の上映・座談会・瞽女唄演奏会

◆日　　時　12月 17日（日）13:30 開演（13:00 開場）
◆会　　場　飯山市文化交流館なちゅら　
◆チケット（自由席）　前売り 1,500 円　当日券 2,000 円
　                           （高校生以下 500円、小学生未満は入場不可）
◆主　　催　飯山市 /飯山市教育委員会
◆共　　催　映画「瞽女 GOZE」制作委員会、瞽女ミュージアム高田
◆チケット販売　飯山市文化交流館なちゅら　10月21日（土）から
　　　　　　　　瞽女ミュージアム高田（上越市東本町1-2-33）

飯山市美術館 ℡ 62-1501 月曜休館（月曜祝日の場合は翌日）問

令和 5年度企画展　【第 2弾】
『星野秀樹写真展 -木々の集いに誘われて -』

◆開館時間  9:30 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
◆料      金  大人　300 円（200 円）　
                 小人　200 円（100 円）
                 ※（ ）は団体料金　団体は 20名以上
　　　　　  ※市内　小・中学生（無料）保護者 1名無料

◆会　　期：11月 26日（日）まで

　福島県出身で 2015 年に飯山市岡山地区に移住した写真家・星野秀樹さんが「『里に暮らし、森に通う』とい
う日々の中で出会う、ブナの木々が織りなす物語」というテーマで作品を発表しています。

※星野秀樹さんによるギャラリートーク『私的写真論　
　森を撮る楽しさ、難しさ』
◆日　　時：10 月 21 日（土）　14:00 ～
◆場　　所：飯山市美術館
※ご参加いただくには入館料を申し受けます。
※お申し込みは不要ですので、お気軽にご参加ください。

「高田瞽
ご ぜ
女～心の交流～」

関連イベント

語り部 篠田澄明さんによる
「瞽女語り」

　聴く人の心に届くその「語り」。各地にて

精力的に行っている信濃町在住の篠田さんに

　　　　午前 10時～正午
◆会場　飯山市ふるさと館　企画展示室
※参加費は無料ですが、来館には入館料（200 円）
　を 頂戴します。

お知
らせ

◆スケジュール  13:30　開演、ごあいさつ
 　  13:35　広沢里枝子さんの瞽女唄演奏会
    14:05　映画「瞽女 GOZE」上映
    16:00　上映終了、休憩 15分
    16:15　座談会「越後瞽女と信州」

お知
らせ

◆日時・場所 :11月26日(日）飯山市公民館101会議室　 
◇初級　9:30 ～ 9:50 ◇上級・マイスター　10:10 ～ 10:40
※検定級は初級から始まり、合格すると次回に上位の検定　
　が受けられます。開始時間の10分前にお集りください。
◆対　　象：15歳以上（中学生は除く）
◆申込方法：検定料 200円を添えて飯山市ふるさと館
　　　　　　までお申し込みください。事前学習用の
　　　　　　「ふるさと検定ガイドブック」を差し上げま
　　　　　　す。申し込み用紙は飯山市ホームページ内
　　　　　　の文化財係からも入手できます。
◆申込期間：11月 1日（水）～ 8日（水）

飯山ふるさと検定参加者
募集

　飯山ふるさと検定とは、飯山の自然や歴史・文化を知
り、その魅力を再発見するものです。問題は選択式で初
級はやさしい内容です。合格者へは認定証をプレゼント！
皆さまの挑戦をお待ちしています。

　昭和30年代まで飯山地方へも巡回していた盲目の女性旅芸人、「高
田瞽女」。ふるさと館では、その最後の高田瞽女として知られる杉本シ
ズさんが、晩年まで大切に所有していた三味線をはじめ、シズさんと心
の交流を続けてきた人々との絆を物語る品々を展示します。
　会期の前半（11/18～12/17）は、なちゅらで開催する映画「瞽女
GOZE」の上映に併せ、「峠を越えてきたごぜ」をテーマとした約30
点の絵画・書・詩の展示を行います。飯山地方の生活風土に深く結び
ついてきた高田瞽女の世界を、この機会にぜひお楽しみください。

　申込先　飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030　月曜休館 問

ふるさと館たいけん工房⑥

◆日　時　11月18日（土）

◆場　　所　飯山市ふるさと館
◆講　　師　阿部 よし江さん
　　　　　　（ふるさと館市民学芸員）
◆対　　象　市内小学生以上（大人・親子も
　　　　　　ご参加いただけます）
◆定　　員　20名
◆参 加  費　200 円
◆申込締切　11月 12日（日）

　ふわふわの綿や山の木の実をたっぷり使って、リース
を作りましょう♡

飯山市ふるさと
館へのメールで
のお問い合わせ
はこちらへ

参加者
募集

10:00 ～ 11:30

申込先　飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030 月曜休館問

 綿と木の実のリース 、作ろう！

　 申込先　飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030問

　 飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030問

飯山城御城印が
発売されました！

◆販売価格　
　1枚 330 円
◆販売場所　
　・飯山駅観光交流センター、
　・高橋まゆみ人形館、
　・飯山城址公園交流展示館「城 terrace」
　・飯山市ふるさと館

城
跡
を
訪
れ
た
記
念
証
で
す

お知
らせ

　この度（一社）信州いいやま観光局の若手
職員の皆さんと協力し、飯山城の御城印を作
成しました。
　御城印が飯山を訪れた方の記念となり、文
化財を学ぶきっかけになることを期待してい
ます。

楽しくチャレンジ！

◆会　　期　令和 5年 11月 18日（土）～令和 6年 1月 28日（日）
◆会　　場　飯山市ふるさと館　企画展示室
◆開館時間　9:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
◆休 館 日　毎週月曜日（月曜祝日の場合翌平日）、12/29 ～ 1/3
◆入 館 料　大人 200 円　小中学生 100 円（市内小中学生は無料）

関連イベント

語り部 篠田澄明さんによる
「瞽女語り」

　聴く人の心に届くその「語り」。各地にて　聴く人の心に届くその「語り」。各地にて

精力的に行っている信濃町在住の篠田さんに精力的に行っている信濃町在住の篠田さんに

　　　　午前 10時～正午
◆会場　飯山市ふるさと館　企画展示室
※参加費は無料ですが、来館には入館料（200 円）
　を 頂戴します。



◇
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

　
新
し
く
親
し
み
や
す
い
軽
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
健

康
を
増
進
し
、
地
区
の
皆
さ
ん

の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
11
月
12
日
㈰
受
付
９
時
〜

　
飯
山
市
民
体
育
館

お
問
合
先　
飯
山
公
民
館

※
詳
細
は
字
町
公
民
館
か
ら

　
回
覧
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◇
令
和
５
年
度
秋
津
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
祭

　

今
年
度
は
『
趣
味
の
作
品

展
』『
お
楽
し
み
抽
選
会
』（
来

館
者
の
皆
さ
ん
全
員
が
引
け
る

ク
ジ
）
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

他
に
も
来
場
者
へ
綿
あ
め
サ
ー

ビ
ス
、
消
防
車
乗
車
体
験
他
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
中
で

す
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場

◇
第
56
回
木
島
地
区
一
周

　
　
　
　
　
　
　
駅
伝
大
会

　
皆
さ
ま
の
盛
大
な
応
援
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

　
10
月
29
日
㈰
9
時
40
分
ス
タ
ー
ト

　
山
岸
公
民
館
か
ら
木
島
小
学

　
校
ま
で
の
地
区
内
一
周
コ
ー
ス

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭　

　

瑞
穂
地
区
文
化
祭
実
行
委

員
会
で
は
、
来
る
10
月
29
日
㈰

に
文
化
祭
を
開
催
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
医
療

警
報
は
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う
な
に
ぎ
や

か
な
文
化
祭
に
少
し
で
も
近
づ

く
よ
う
、
地
元
の
児
童
生
徒
や

園
児
た
ち
の
作
品
展
示
、 

各
種

サ
ー
ク
ル
、
集
落
公
民
館
の
活

動
の
成
果
な
ど
の
展
示
や
、
瑞

穂
地
区
駅
伝
大
会
、
ビ
ン
ゴ
大

会
に
大
抽
選
会
。
恒
例
の
菊
花

展
も
開
催
し
ま
す
。

　
ま
だ
新
し
い
消
防
自
動
車
に

も
会
え
る
ぞ
。
ち
び
っ
子
は
消

防
自
動
車
に
乗
っ
て
写
真
を
撮

っ
て
も
ら
お
う
！　
お
楽
し
み

に
！

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の

　
う
え
、
分
散
し
て
マ
ス
ク

　
を
着
用
し
て
見
学
に
来
て

　
く
だ
さ
い
。

◇
柳
原
地
区
文
化
祭

　
柳
原
地
区
文
化
祭
を
開
催
し

ま
す
。「
趣
味
の
作
品
展
」
と

し
て
、
大
人
の
趣
味
の
作
品
や

地
区
内
の
園
児
、
児
童
、
生
徒

の
作
品
な
ど
の
展
示
、
子
ど
も

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
22
日
㈰
午
前

10
時
か
ら
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
大

会
を
行
い
ま
す
。
大
会
に
先
立

っ
て
体
験
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
柳
原
公
民
館

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◇
富
倉
地
区
敬
老
会

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

15
名
の
参
加
者
が
あ
り
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
ふ
る
さ
と
館
に

あ
る
富
倉
の
お
祭
り
「
ひ
ゃ
っ

と
」
の
映
像
を
み
て
、
昔
を
思

い
出
し
涙
ぐ
ん
で
い
る
方
も
い

ま
し
た
。

◇
外
様
地
区
文
化
祭

　
外
様
地
区
文
化
祭
を
開
催

し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
の
び
の
び
と

し
た
絵
や
力
強
い
習
字
、
地
区

の
皆
さ
ま
の
生
け
花
・
絵
画
・

手
芸
な
ど
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
。

展
示
の
ほ
か
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

　
敬
老
の
日
に
35
名
の
招
待
者

の
参
加
で
、
4
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
敬
老
会
。
記
念
写
真
を

ば
っ
ち
り
撮
っ
た
後
は
、
お
茶

と
ど
ら
焼
き
で
三
味
線
の
旋
律

を
楽
し
み
ま
し
た
。

◇
常
盤
地
区
文
化
祭

　
か
つ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
べ
く
実
行
委
員
会
で
楽
し
い

【
集
い
か
ら
の
拡
が
り
】

　

私
の
勤
務
先
で
は
、「
交
流

の
な
か
で
人
権
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
考
え
て
み
せ
ん
か
」
と

呼
び
か
け
て
、
交
流
講
座
（
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
・
も
の

づ
く
り
等
）
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
講
座
に
は
、
地
域
の

あ
ち
こ
ち
か
ら
、
自
分
の
興
味

関
心
に
基
づ
い
て
気
軽
に
住
民

が
集
い
、
学
び
・
体
験
に
一
緒

に
取
り
組
む
中
で
、
住
民
同
士

の
交
流
・
理
解
の
輪
を
広
げ
る

一
助
に
な
れ
ば
と
い
う
願
い
が

あ
り
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
の
様
子

か
ら
多
く
の
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」
講
座

の
参
加
者
は
、
講
座
の
体
験
を

進
め
る
中
で
、
も
っ
と
続
け
た

い
と
い
う
こ
と
で
参
加
者
同
士

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
独
自
の

活
動
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
集

い
か
ら
の
拡
が
り
を
感
じ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ボ
ッ
チ
ャ
講
座
の
参
加
者
か
ら

は
、「
こ
の
講
座
に
出
て
体
を

動
か
す
こ
と
が
最
近
の
楽
し

み
」「
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
で

も
気
軽
に
で
き
る
場
（
施
設
・

仲
間
）
が
あ
る
と
い
い
」「
誰
で

も
で
き
る
の
で
、
地
域
で
広
め

た
い
な
」
と
、
こ
う
い
っ
た
機

会
や
場
の
大
切
さ
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
あ
ら
た
な
つ
な
が
り
】

　
別
の
講
座
で
は
、
他
県
か
ら

飯
山
に
入
ら
れ
た
方
か
ら
、「
前

住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
こ
の
体

操
を
参
加
体
験
し
て
い
た
け
れ

ど
、
こ
ち
ら
へ
越
し
て
か
ら
は

そ
う
い
う
機
会
も
場
も
な
い
も

の
と
思
っ
て
過
ご
し
た
が
、
こ

の
講
座
を
み
つ
け
数
年
ぶ
り
に

ま
た
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

仲
間
と
一
緒
に
続
け
る
の
は
糧

に
な
り
ま
す
」「
引
っ
越
し
て
か

ら
、
こ
の
地
の
郷
土
料
理
に
興

味
が
あ
り
、
近
所
の
方
か
ら
も

教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い

た
。
教
え
て
い
た
だ
け
る
機
会

が
あ
る
う
ち
に
学
び
、
地
域
を

知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
」
と

い
っ
た
あ
ら
た
な
つ
な
が
り
や

地
域
へ
の
思
い
を
感
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　
「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」「
む
す

ぶ
・
ひ
ろ
が
る
」。
こ
の
よ
う
な

住
民
の
方
々
の
思
い
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
来
年
は
ど
ん
な
講

座
・
交
流
が
で
き
る
か
な
と
楽

し
み
に
し
な
が
ら
、
企
画
を
練

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
筆
者
紹
介
】

　
青
木
さ
ん
は
、
い
い
や
ま
人
権

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
地
域
住
民
交
流

講
座
な
ど
の
企
画
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
南
条
の
集
落
館
長

で
あ
り
、
柳
原
地
区
集
落
館
長
会

副
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
柳
原
公
民
館
）

木
島
公
民
館
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企
画
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
乞
う
ご
期
待
！

　
10
月
29
日
（
日
）

　
常
盤
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◇
村
史
と
き
わ
を
読
む
会

　
今
回
は
第
６
章
「
新
し
い
と

き
わ
」
の
中
の
「
公
民
館
」
と

「
生
活
改
善
」
に
つ
い
て
、
村
史

を
読
み
理
解
を
深
め
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
第
1
回:

11
月
9
日
㈭

　
第
2
回:

11
月
16
日
㈭

両
日
と
も
夜
6
時
30
分
か
ら

　
常
盤
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

講
師
：
河
内
八
郎
記
念
文
庫
運

　
　

  

営
委
員
長

        

常
盤
井
智
行
さ
ん

◇
太
田
地
区
文
化
祭

　

太
田
地
区
文
化
祭
を
10
月

29
日
㈰
に
開
催
し
ま
す

　
今
年
度
は
趣
味
や
児
童
・
園

児
の
作
品
な
ど
の
展
示
、
公
民

館
の
屋
台
や
小
さ
な
お
店
の
出

店
、
子
供
た
ち
が
楽
し
め
る
催

し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
区

内
外
問
わ
ず
、
多
く
の
皆
さ
ま

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
民
館
長
・
安
協
支

部
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
も

併
せ
て
開
催
の
予
定
で
す
。

楽しい敬老会になりました

「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」「
む
す
ぶ
・
ひ
ろ
が
る
」

柳
原
地
区　
青
木
　
修

太
田
公
民
館

℡
６
5- 

4
5
7
9

常
盤
公
民
館

℡
６
2- 

3
2
0
0

2829  生涯学習だより / 23.10

時場時場

時場時場

場

飯
山
公
民
館

℡
６
2- 

3
3
4
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◇
富
倉
地
区　
道
祖
神
の

　
　
　
　
　
　
　
カ
ヤ
集
め

　
カ
ヤ
集
め
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
令
和
6
年
1
月
13
日
㈯

に
開
催
す
る
富
倉
地
区
道
祖
神

祭
り
の
オ
ウ
ド
（
大
き
い
も
の
）

を
作
る
の
に
カ
ヤ
が
必
要
で

す
。
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
確

認
の
う
え
、
11
月
12
日
㈰
の
正

午
ま
で
に
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

車
庫
の
中
へ
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◇
外
様
地
区
敬
老
祝
賀
会

　

外
様
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
外
様
公
民
館
の
共
催
で
、

９
月
18
日
、
４
年
ぶ
り
に
開
催

し
ま
し
た
。
対
象
者
の
う
ち
32

名
が
出
席
、
落
語
や
小
林
一
孝

氏(

中
野
市
）
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
ホ
ー
ン
演
奏
を
楽
し
み
ま
し

た
。
健
康
に
留
意
さ
れ
、
来
年

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場 時場時

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
28
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
５
時

　
10
月
29
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
秋
津
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◇
史
跡
巡
り
ハ
イ
キ
ン
グ

　
秋
津
地
区
内
に
は
古
墳
や
山

城
跡
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
史
跡
が

あ
り
ま
す
。
今
年
度
、
と
ん
ぼ

の
里
活
性
化
委
員
会
、
子
ど
も

会
育
成
会
と
共
催
で
、
秋
津
地

区
内
の
身
近
な
史
跡
を
探
訪
す

る
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

　
11
月
5
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◇
第
60
回
木
島
地
区
文
化
祭

　
木
島
保
育
園・木
島
小
学
校・

飯
山
養
護
学
校
の
皆
さ
ん
の
作

品
や
、
区
民
の
方
の
絵
画
な
ど

の
展
示
を
行
い
ま
す
。
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
28
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
5
時

　
10
月
29
日
㈰

　
午
前
9
時
〜
午
後
１
時

　
木
島
公
民
館

時場時場時場時

時場時

公民館長による落語

時場時

時場時場 時場時場



3031  生涯学習だより / 23.10

趣　
味
・
実　
用

「
若
者
の
読
書
離
れ
」
と
い
う
ウ
ソ

飯
田 

一
史

裁
判
長
の
泣
け
ち
ゃ
う
お
説
教

長
嶺 

超
輝

空
き
家
に
な
る
前
の
空
き
家
対
策

氏
原 

岳
人

40
歳
か
ら
の
転
職
成
功
メ
ソ
ッ
ド

中
谷 

充
宏

無
自
覚
な
夫
の
た
め
の
妻
の
地
雷
ワ
ー
ド
事
典

岡
野 

あ
つ
こ

思
い
っ
き
り
笑
え
る
！
シ
ニ
ア
の
笑
顔
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
体
ほ
ぐ
し
体
操
40

斎
藤 

道
雄

わ
れ
わ
れ
は
仮
想
世
界
を
生
き
て
い
る

リ
ズ
ワ
ン　

バ
ー
ク

植
物
に
死
は
あ
る
の
か

稲
垣 
栄
洋

悩
み
が
ち
ょ
っ
と
軽
く
な
る
動
物
の
読
み
薬

新
宅 
広
二

ば
ね
指
の
悩
み
を
解
消
す
る
！

酒
井 
慎
太
郎

精
神
科
医
が
教
え
る
毎
日
を
楽
し
め
る
人
の
考
え
方

樺
沢 

紫
苑

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
基
本
が
分
か
る
本

八
重
洲
出
版

あ
な
た
の
ク
セ
毛
を
魅
力
に
変
え
る
方
法

Ｃ
ｕ
ｒ
ｌ
ｙ 

Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ 

Ｒ
ｉ
ｎ

昭
和
レ
ト
ロ
モ
ノ
語
り
ク
イ
ズ

服
部 

夏
生

よ　
み　
も　
の

老
い
と
お
金

群 

よ
う
こ

サ
ド
ン
デ
ス

相
場 

英
雄

神
の
呪
わ
れ
た
子

石
田 

衣
良

夫
妻
集

小
野
寺 

史
宜

恋
は
は
か
な
い
、
あ
る
い
は
、
プ
ー
ル
の
底
の
ス
テ
ー
キ

川
上 

弘
美

ヒ
ロ
イ
ン

桜
木 

紫
乃

存
在
の
す
べ
て
を

塩
田 

武
士

百
鬼
大
乱

真
保 

裕
一

首
都
襲
撃

高
嶋 

哲
夫

マ
リ
エ

千

早 

茜

青
春
を
ク
ビ
に
な
っ
て

額

賀 

澪

二
律
背
反

本
城 

雅
人

新
古
事
記

村
田 

喜
代
子

ヘ
ル
メ
ス

山
田 

宗
樹

郷　
　
　
土　

信
州
に
学
ぶ
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

長
野
県
立
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

文　
　
　
庫　

時
代
小
説
ザ
・
ベ
ス
ト　
２
０
２
３

日
本
文
藝
家
協
会

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

▼お菓子の袋は釣れるかな!?▼この絵本おもしろそうだなぁ

旬の本☆話題の本☆意外な本

図書館
ニュース

✿開館時間と休館日✿
　【開 館 時 間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
    土・日・祝       9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
    月曜（祝日の場合は 翌平日 )
   年末年始 ・ 蔵書整理期間等

■の日は休館です

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

◇ 11月図書館カレンダー ◇
1 水 移動図書館車①北原 ･常盤
2 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
3 金
4 土
5 日 10:30 ～おはなしひろば
6 月 休館日
7 火
8 水 移動図書館車③温井 ･秋津
9 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会

10 金 移動図書館車④太田 ･富倉
11 土
12 日 10:30 ～ブックスタート
13 月 休館日
14 火
15 水 移動図書館車①北原 ･常盤
16 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
17 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
18 土
19 日 10:30 ～おはなしひろば
20 月 休館日
21 火
22 水 移動図書館車③温井 ･秋津
23 木
24 金 移動図書館車④太田 ･富倉
25 土
26 日 10:30 ～おはなしひろば
27 月 休館日
28 火
29 水 移動図書館車①北原 ･常盤
30 木 館内整理休館日

Instagram

Web OPAC ( 蔵書検索・予約 )

随時更新中！

【ガラケーの方】【スマホの方】

　ご自宅の庭が花でいっぱいに
なったら素敵ですね。でも草取
りや管理が大変……と思ってい
る方にぜひ読んでいただきたい
一冊です。
　手間のかからない植物の選び
方や草取りを楽にするコツのほ
か、これからの季節から楽しめ
る一年草や日陰で育つ草花も掲
載されています。
　庭仕事ではなく「庭あそび」
を気軽に楽しんでみませんか。

らいぶらり
ブックレビュー 第 77回　読書週間

『私のペースでしおりは進む』
 10月 27日～11月 9日は読書週間です。
今年の標語は『私のペースでしおりは進む』
に決定しました。この言葉の背景には、「心
に残る物語との出会いを求めて、自分の
ペースで読書を楽しみたい」という標語作
者の思いが込められています。なかなか読
み進められない本もありますが、読み終え
たときには充実感や感動を得ることができ
ます。この機会に、いつもより厚い本や読
んだことのないジャンルの本にも挑戦して
みてはいかがでしょうか。きっと新たな発
見があることでしょう。ぜひご家族皆さん
で読書を楽しんでください。

職

場

体

験

働
く
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
る

　

９
月
７
日
と
８
日
の
両
日
、

城
南
中
学
校
２
年
生
の
生
徒
さ

ん
が
２
名
、
図
書
館
で
職
場
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
カ
ウ

ン
タ
ー
業
務
で
は
、
利
用
者
の

方
と
の
応
対
に
緊
張
し
た
様
子

で
し
た
が
、
丁
寧
に
あ
い
さ
つ

を
し
た
り
間
違
え
な
い
よ
う
に

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
た
り

と
、
き
ち
ん
と
対
応
で
き
て
い

ま
し
た
。

▲利用者さんとの応対では緊張
した様子

　
「
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の
会
」

に
も
参
加
し
、
遊
び
に
来
て
く

れ
た
た
く
さ
ん
の
お
子
さ
ん
た

ち
と
触
れ
合
う
こ
と
も
体
験
で

き
ま
し
た
。

　
他
に
は
お
す
す
め
本
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
た
り
、
ラ
ベ

ル
貼
り
な
ど
の
細
か
い
作
業
を

手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
た
く

さ
ん
の
業
務
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。今
回
の
体
験
が
、

将
来
の
こ
と
を
考
え
る
良
い
機

会
に
な
っ
て
い
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
。城
南
中
学
校
の
お
二
人
、

図
書
館
の
職
場
体
験
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

11 月 23日（木）
祝日のため

『えほんとわらべうたの会』
お休みです

11月 30日（木）
館内整理休館日

です

通常どおり開館します
（祝日は 9：30～ 17：00）

『えほんと
　わらべうたの会』も
お休みします

東小学校ブックトーク
　

９
月
13
日
に
、
東
小
学
校

の
『
読
書
旬
間
（
じ
ゅ
ん
か

ん
）』
の
一
環
で
、司
書
が
ブ
ッ

ク
ト
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。『
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
』と
は
、あ
る
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
何
冊
か

の
本
を
紹
介
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
１
冊

す
べ
て
を
読
む
の
で

は
な
く
、
本
の
あ
ら

す
じ
を
紹
介
し
た

り
、
一
部
を
読
ん
だ

り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
お
も
し
ろ
そ

う
」「
続
き
を
読
ん

で
み
た
い
」
な
ど
読

書
意
欲
を
起
こ
さ

せ
る
ほ
か
、
関
連
分

野
や
著
者
な
ど
に
も
興
味
を

持
た
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
３
名
の
司
書
が
参

加
し
、
低
学
年
・
中
学
年
・
高

学
年
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
学
年
に

合
っ
た
本
を
何
冊
か
紹
介
し
ま

し
た
。
司
書
が
問
い
か
け
た
り
、

話
し
か
け
た
り
す
る
と
、
児
童

た
ち
は
み
ん
な
元
気
に
応
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
の
紹
介
を
始
め

る
と
、
静
か
に
興
味
深
そ
う
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
続
き

を
読
ん
で
み
た
い
と
思
う
本
は

あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
気
に
な

る
本
が
あ
れ
ば
、
学
校
の
図

書
館
で
借
り
て
も
、
市
立
図

書
館
に
来
て
借
り
て
も
い
い
の

で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
ね
！

▲楽しいブックトークの始まりです！

▲続きが気になる本はあったかな？

▲下から１㎝のところに、水平にラ
ベルを貼ります。細かい作業です。

キ
ヨ
ミ
さ
ん
の

シ
ニ
ア
の
庭
あ
そ
び
ア
イ
デ
ア

無
理
し
な
い
で
と
こ
と
ん
愉
し
む
！

長澤 淨美 /著
農山漁村文化協会
　　　　　　/出版
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会
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長
野
県
飯
山
市
大
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飯
山
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８
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０
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Mails.fukusi@
iiyam

a-catv.ne.jp

No.465

い
い
や
ま
社
協
だ
よ
り
No.465

い
い
や
ま
社
協
だ
よ
り

い
い
や
ま
社
協
だ
よ
り

携帯電話の
方はこちら
からHPを
ご覧ください

敬
老
祝
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た

車
い
す
を
増
台
し
ま
し
た

ー 

平
和
へ
の
想
い
を
新
た
に 

ー

    

飯
山
市
追
悼
平
和
式
典

【贈呈内容】「歳末たすけあい商品券」（1,000円× 10枚）※ 12月中に贈呈予定

【対象者】※生活保護世帯は除く
　（1）当該年度において未就学児のいるひとり親世帯
　（2）生活困窮世帯で飯山市内に扶養親族がおらず、歳末を乗り切ることが困難な世帯＊ 1
　＊ 1：申請時、事務局にて生活状況の聞き取りを行います。

【申請方法】
　（1）ひとり親世帯：10月下旬に発送される市の通知に同封してある申請書に必要事項を記入し、当
　　　協議会へ提出してください。
　（2）生活困窮世帯：申請書に必要事項を記入し、当協議会へ提出してください。
　　　※申請書は、飯山市社会福祉協議会、児童センター・館・クラブ、市保健福祉課、子ども育成課、各地
　　　　区活性化センターにあります。

【申請期間】令和5年 11月 1日（水）～ 11月 30日（木）
【利用期間】令和6年 2月 29日（木）まで
【利用店舗】飯山カードサービス事業組合加盟店他

　 　 　

 　　 ひとり親世帯・生活困窮世帯の方へ
　飯山市社会福祉協議会では、赤い羽根共同募金を財源として年末に心豊かに過ごしていただくことを目的に、
未就学児を育てるひとり親世帯や生活困窮世帯を対象にした歳末たすけあい事業を下記のとおり実施いたしま
す。詳細は当協議会HPか、お電話にてお問い合わせください。
　また、事業に賛同し利用店舗に加わっていただける商店等ございましたら、11月13日（月）までに当協議
会までご連絡ください。

☑ひじ掛け跳ね上げ
車いすの側方からの移
乗が可能になります。
（立ち上がらずに移乗
ができます）

　

当
協
議
会
で
は
、

こ
の
度
新
た
な
車
い
す

を
整
備
い
た
し
ま
し

た
。
お
出
か
け
や
在
宅

の
移
乗
に
最
適
な
軽
量

タ
イ
プ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

車
い
す
を
ご
利
用

の
際
に
は
、
事
前
の
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
当
協
議
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ここがすごい！ 便利な機能が備わっています

貸出可能な新しい車いす

☑その他
重量10.5kgの軽量タイプ
折り畳みがコンパクト
空気漏れのないノーパンクタイヤ

　

11
月
3
日
（
金
・
祝
）、
市

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活

動
の
場
、
障
が
い
者
・
高
齢
者
・

子
ど
も
を
中
心
に
飯
山
に
住
ん

で
い
る
方
の
ふ
れ
あ
い
、
交
流

を
目
的
と
し
て
、
令
和
5
年
度

「
社
協
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
時
間
は
10
時

か
ら
14
時
頃
ま
で
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
会
場
は
ぶ
ら
り
広
場

周
辺
お
よ
び
飯
山
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細

は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
、
当
協
議
会
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

社
協
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

ぶらり広場
10：00～14：00
各団体ブース（物品の販売、フリーマーケット、遊び・
工作ブース、チャリティー餅つき、街頭募金活動）
✿街頭募金では、赤い羽根のバルーン配布もあります！

10：00～13：30
ステージ発表（各団体による歌・演奏・演劇※雨天時中止）

飯山市福祉センター駐車場
10：00～13：00
赤十字奉仕団飯山分団「チャリティーバザー」
※品物が売り切れ次第終了

飯山市福祉センター１階・３階
10：00～14：00
「ふれあい作品展」「おもちゃ病院」「クラフト体験」
「出張 湯の入カラオケ大会」

☑足台スイングアウト
フレームの出っ張りがなくなり、ひ
じ掛け跳ね上げも含めて斜めや横
からの移乗動作が簡略化されます。

　
当
協
議
会
で
は
、
敬
老
の
日

に
際
し
、
米
寿
の
方
に
飯
山
仏

壇
事
業
協
同
組
合
製
作
の
漆
塗

り
箸
、
白
寿
の
方
に
バ
ス
タ
オ

ル
を
贈
呈
し
、
市
内
の
児
童
に

よ
る
手
作
り
祝
品
「
だ
る
ま
メ

ダ
ル
」
を
同
封
し
ま
し
た
。

　
米
寿
・
白
寿
に
な
ら
れ
た
皆

さ
ま
へ
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

場
時

時

場
時

場
時

ご活用ください！ 「歳末たすけあい事業」

　
10
月
4
日
、
飯
山
市
主
催

に
よ
る
飯
山
市
戦
没
者
・
開
拓

殉
難
者
追
悼
平
和
式
典
が
、
な

ち
ゅ
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
前
半
で
は
、
市
長
は

じ
め
各
地
区
役
員
を
含
む
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
御
霊
に
対
し
献

花
を
行
い
、
市
全
体
で
哀
悼
の

誠
を
さ
さ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
後
半
で
は
、
中
学
生
に

よ
る
平
和
学
習
の
発
表
、
小
学

生
・
女
声
合
唱
団
フ
ィ
オ
ー
レ

か
ら
の
平
和
へ
の
賛
歌
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

湯の入荘
大縁日にお越しください

 期　  日　 11月11日（土）・25日（土）
 時 　 間　  10：00～15：00
 入館協力費  300円（小学生以下無料）

 会　  場　 老人福祉センター湯の入荘(瑞穂3951）

 問 合 せ　 湯の入荘（☎65-3312）

 ※湯の入荘バスによる送迎・お子さまの託児サービスを
 　希望される方はお問合せください。

　子どもから大人まで楽しめる体験やイベントを
沢山用意しております。皆さまのご来場をお待ち
しております。

ホールイベント
✿わたあめ　10円
✿宝すくい　50円
✿輪投げ　　10円

大広間ステージイベント
午前　岡ちゃんコンサート
　　　浜ちゃんリトミック
午後　カラオケバトル
✿11：30と14：30にお
　楽しみ抽選会があります

マッサージコーナーで
癒されよう
13：00～ 講習室
柔道整復師 松本先生に
よる無料マッサージ

バルーンアート体験
10：30～ 図書室
オリジナルバルーン作り
※11日限定の体験です

移動販売ラーメンまめ虎登場！

湯の入荘温泉で疲労回復♪

1 2

3 4

5 6

源泉100%温泉でゆったり♪

クレープやポップコーンもあります！

小学生による平和への賛歌
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・
秋
バ
ト
ン
渡
す
の
忘
れ
真
夏
空

瑞
穂　
瑞
穂
の
バ
ー
バ

・
秋
の
空
猛
暑
終
り
人
心
地

常
盤　
上
原 

平
次
郎

今月の歌

お知らせと募集

令和5年 8月 21日～令和5年 9月 20日分

ご寄附・ご訪問

ご　訪　問
ご　芳　名 内　　容　　等 施 設 名 等

あけぼの会 さま 新聞紙でゴミ袋作り デイサービス
ゆきつばき

瑞穂地区民生児
童委員 さま

秋祭りの手伝い デイサービス
瑞穂城北中学校 さま

瑞穂地区更生保
護女性会 さま
常田 貴志子 さま 絵本の読み聞かせ 常盤児童クラブ
ばあばの会 さま 読み聞かせ 瑞穂児童クラブ
田中 愛子  さま ちぎり絵 2点 展示

湯の入荘
桑原 米子 さま きめこみ 2点、

日本画 1点 展示

ご　寄　附
ご　芳　名 物　品・金　額 備　　　考

匿名 さま 548 円 ご寄附

善意銀行匿名 さま アルファ米 102 食分 
ご寄附

相澤 はま江 さま くず入 ご寄附
丸山 さま 体重計 ご寄附 デイサービス

ゆきつばき清水 さま 介護用品 ご寄附
匿名 さま ゴミ袋、布切れ ご寄附

デイサービス
外様

匿名 さま 布切れ ご寄附
常盤地区更生保
護女性会 さま バスタオル ご寄附

瑞穂地区更生保
護女性会 さま 古布、くず入 ご寄附 デイサービス

瑞穂匿名 さま くず入 ご寄附

相談には事前の予約が必要です。

♥11月4日（土）、11月19日（日）
　9：00～12：00

出会いサポートセンター：☎ 62-7030

会場：飯山市福祉センター  ☎ 62-2840

心配ごと相談（要予約）
　　　　　　    毎週水曜日9：00～12：00

総合相談（予約不要）　11月20日（月）
　9：00～15：00  

弁護士による法律相談　  11：00～15：00

　相談は行政、女性、人権、家庭、法律相談な
ど無料でご相談いただけます。

各種ご相談

✿乗車する場合は事前に人数をご連絡ください。
　湯の入荘：☎ 65-3312

    湯の入荘
11月送迎 /行事計画

日 曜 地 区 ・ 団 体 等
1 水 野坂田 8:45、坂井 8:50
2 木 さくら会 8:30
4 土 菜の花会
7 火 カラオケ同好会
8 水 戸狩 8:50、平 9:00、大倉崎 9:10
9 木 さくら会 8:30
10 金 飯山市老人クラブ大会・芸能大会
11 土 湯の入縁日
14 火 大久保 8:40

15 水 笹川 8:40、南条 8:45、小佐原 8:50、
藤ノ木 8:55、山口 9:00、中条 9:10

16 木 さくら会 8:30
17 金 曙町 8:40、上倉 8:45、奈良沢 8:50
18 土 月例カラオケ大会
21 火 カラオケ同好会

22 水 西大滝 8:50、桑名川 9:00、北原
9:10、中組 9:20、福島 9:25

25 土 湯の入縁日
28 火 柳沢 8:40、高砂会 8:45
29 水 今井 9:00
30 木 さくら会 8:30

児童館職員を募集中

福
祉
教
育
を
取
り
入
れ
ま
せ
ん
か

城
北
中
学
校
3
年
生
が

　
　
　
　
　
　
福
祉
体
験

飯山市社会福祉大会のご案内

街頭募金活動を行います

期　日　　10月29日（日）
時　間　　13：30～　開会・表彰式
　　　　　  14：30～　福祉教育推進事業事例発表　
　　　　　　　　　   「夏休み期間中の外様地区公民
　　　　　　　　　　  館・外様地区育成会の取り組み」
　　　　　                 発表者　外様地区公民館長
　　　　　　　　　　              春日 光雄 氏
　　　　　15：00～　記念講演
　　　　　16：40　　閉会
会　場　　飯山市公民館　講堂

■募集職種：児童厚生員（年度契約職員・パートタイム職員）
■任用期間：令和6年3月31日まで
■業務内容：下校後の小学生のお預かり、遊びを通じ
　　　　　　た健全育成
■給 与 等  ：【時給】957円（資格なし）  1,037円（資格あり）
■お問合せ：総務課 庶務係 ☎62-2840

　飯山市社協では、児童厚生員を募集しています。
詳細は、当協議会HP採用情報をご覧ください。

母
子
通
園
三
園
交
流
会

「
出
張
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
親
子
が
笑
顔
で
交
流

　

須
坂
市
・
中
野
市
・
飯
山
市

の
母
子
通
園
施
設
が
集
ま
り
、
今

年
度
3
回
目
と
な
る
交
流
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
飯
山
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
の
指
導
員

に
よ
る
出
張
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
行

い
ま
し
た
。
0
歳
〜
4
歳
の
登
録

児
童
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
親

子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
か
ら
始
ま

り
、
全
身
を
使
っ
た
遊
び
、
最
後

の
バ
ル
ー
ン
で
は
、
力
を
合
わ
せ

て
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今

後
も
遠
足
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　入場は無料です。皆さまぜひお越しください。

　街頭募金活動を下記の日程で行います。皆さまの
あたたかい善意をよろしくお願いします。

10月28日（土）
　 10：00～11：00　ベイシア飯山店
　 13：30～14：30　ツルヤ飯山店

11月3日（金・祝）ふれあいまつり
 　10：00～11：00　本町ぶらり広場

　

9
月
８
日
に
、
飯
山
市
立
城
北
中

学
校
の
3
年
生
を
対
象
に
、
長
野
社
会

ふ
く
し
専
門
学
校
よ
り
講
師
を
お
招
き

し
、
高
齢
者
疑
似
体
験
お
よ
び
車
い
す

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
白
杖
と
ア
イ
マ
ス
ク

を
使
用
し
、
二
人
一
組
で
ス
テ
ー
ジ
を

移
動
す
る
体
験
や
、
車
い
す
の
操
作
方

法
・
介
助
の
仕
方
等
を
学
び
ま
し
た
。

体
験
を
通
し
て
、
加
齢
や
障
が
い
へ
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

福
祉
教
育
出
前
講
座
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
当
協
議
会
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

生徒たちが車いすの操作方法を教わる様子

親子でリボンを使って遊ぶ様子

街頭募金活動を行います
　街頭募金活動を下記の日程で行います。皆さまの

■ いいやま出会いサポートセンター

■ 総合相談事業

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

「
今
月
の
歌
」
係 

宛
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＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。◎賛否が分かれた議案等の表決結果

○＝賛成　　●＝反対
　

議
案
番
号　

政新会 敬政会 日本
共産党

ゆきつ
ばき

輝けい
いやま 緑新会       絆

　

議

決

結

果　

髙

橋

達

幸

西

澤

一

彦

山

﨑

一

郎

髙
澤
富
士
子

吉

越

利

明

岸

田

眞

紀

荻

原

章

一

小
林
喜
美
治

山

崎

武

雄

髙

橋

春

三

村

松

正

勝

松

本

淳

一

常

田

徳

子

佐

藤

正

夫

上

松

永

林

渋

川

芳

三
議案等名 会議の

種類

70 令和４年度飯山市一般会計歳入歳出決算
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 議

長 原案否決

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 原案否決

82
令和５年度飯山市一般会
計補正予算（第４号）修
正案

委員会
※修正案についての賛否 （原案否決）

修正可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ 長 議
長

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ 議
長 修正可決

94
特別職の職員で常勤の者
の給与に関する条例の一
部を改正する条例

委員会 ● ー ● ー 長 ー ● ー ○ ー ー ○ ● ー ー ー 原案否決

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ 議
長 原案否決

96 飯山市犯罪被害者等支援条例
委員会 ● ー ● ー 長 ー ● ー ○ ー ー ○ ● ー ー ー 原案否決

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ 議
長 原案否決

請
願
４
現行の健康保険証の存続
を求める請願

委員会
※趣旨採択についての賛否

趣旨採択ー 長 ー ○ ー ○ ー ● ー ○ ○ ー ー ○ ○ 議
長

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 議
長 趣旨採択

会派名
・
議員名

　
９
月
定
例
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
９

月
21
日
ま
で
の
24
日
間
の
日
程
で
開
会

し
ま
し
た
。
市
長
か
ら
令
和
５
年
度
補

正
予
算
を
は
じ
め
37
件
の
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
請
願
に
つ
い
て
は
１
件
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
３

名
の
議
員
か
ら
「
令
和
５
年
度
飯
山
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
修
正

案
」
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
修
正
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
常

任
委
員
長
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
お
よ

び
請
願
の
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決

の
結
果
、「
令
和
５
年
度
飯
山
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」
は
修
正
可

決
「
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
お
よ
び
「
飯
山
市
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
」
は
原
案
否
決
、

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
す
べ
て
可

決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
、
請
願
に
つ
い
て

は
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
９
月
22
日
、
市
長
か
ら
「
令

和
５
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
再
議
の
求
め
が
あ
り
、
９
月

28
日
に
臨
時
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
概
要

令和5年９月定例会で審議された議案等
【決算認定12件】
◆令和４年度一般会計・各特別会計・水道事業会
　計歳入歳出決算
【補正予算案14件】
◆令和５年度一般会計・各特別会計補正予算
【条例案４件】
◆特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の
　一部を改正する条例
◆飯山市貸付金返還債務免除条例の一部を改正する条例
◆飯山市犯罪被害者等支援条例
◆飯山市農業委員会の委員及び農地利用最適化推
　進委員の定数に関する条例の一部を改正する条例

【事件案５件】
◆工事請負契約の締結について
◆議決事項の変更について３件
◆令和４年度飯山市水道事業会計未処分利益剰余
　金の処分について　
【人事案等２件】
◆教育委員会委員の任命に関する同意を求めるこ
　とについて
◆人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める
　ことについて
【請願１件】
◆現行の健康保険証の存続を求める請願

＊　本会議の表決は委員長報告についての賛否です。

　
　

昨
年
度
の
実
証
試
験
を
踏
ま
え
、

庁
内
で
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
。
弱
者

世
帯
の
情
報
は
保
健
福
祉
課
で
把
握
し

て
い
る
が
、
新
し
い
体
制
に
つ
い
て
十
分

説
明
し
、
周
知
を
徹
底
し
た
い
。
民
生
委

員
さ
ん
の
混
乱
の
心
配
は
し
て
い
な
い
。

◎
危
機
管
理
防
災
課

　
　
家
庭
用
小
型
除
雪
機
等
購
入
補
助

事
業
の
30
台
分
の
根
拠
と
目
的
は
何
か
。

高
額
な
機
械
を
購
入
で
き
る
一
部
家
庭
へ

の
支
援
に
見
え
る
が
。

　
　

他
市
町
村
の
状
況
を
参
考
に
し
、

個
人
10
馬
力
以
下
14
件
、
11
馬
力
以
上

11
件
、
15
馬
力
以
上
３
件
、
集
落
は
２

件
の
予
算
計
上
と
し
た
。
全
市
民
に
対

し
除
排
雪
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
考

え
て
い
る
。

　
　

雪
か
き
支
援
事
業
は
、
高
齢
者

や
弱
者
世
帯
の
支
援
が
本
来
の
目
的
で

あ
っ
て
、
何
も
か
も
行
政
で
と
い
う
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
誰
も
が
納
得
で
き
る

事
業
と
す
べ
き
で
あ
る
。
高
齢
化
顕
著

な
地
域
の
将
来
を
見
据
え
て
再
度
実
証

試
験
と
す
べ
き
で
あ
る
が
。

　
　
実
証
試
験
の
結
果
か
ら
、
市
で
す

べ
て
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、

将
来
を
見
据
え
、
官
民
協
働
で
取
組
む

事
業
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
雪
か
き
支
援
隊
の
支
援
員
は
ど
こ

に
配
置
さ
れ
る
の
か
。
危
機
管
理
防
災

課
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

　
　

支
援
世
帯
の
数
に
よ
る
が
、
今
の
と

議
案
第
82
号　

令
和
５
年
度
飯
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
修
正
可
決
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予算決算委常任委員会審査の様子

◎
保
健
福
祉
課

　
　
住
宅
除
雪
支
援
事
業
お
よ
び
高
齢

者
等
玄
関
先
除
雪
支
援
事
業
・
除
雪
支

援
隊
推
進
事
業
は
民
生
費
か
ら
減
額
し
、

消
防
費
で
予
算
を
計
上
す
る
と
な
っ
て

い
る
。
雪
は
災
害
と
し
て
考
え
る
の
か
、

弱
者
を
支
援
す
る
の
か
。
民
生
委
員
さ

ん
が
管
轄
内
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、
事
業
の
ベ
ー
ス
は
民

生
部
で
は
な
い
か
。　

問

問
常
任
委
員
会
議
案
審
査

委
員
か
ら
の
主
な
質
問
お
よ
び

意
見
と
市
か
ら
の
説
明
に
つ
い
て

抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

◎
総
務
課

　
　
６
月
議
会
一
般
質
問
に
お
い
て
市

長
の
任
命
責
任
を
問
わ
れ
た
時
に
「
事

実
関
係
を
確
認
し
、
し
か
る
べ
き
処
分

を
行
う
」
と
答
弁
さ
れ
た
。
副
市
長
自

身
が
給
与
減
額
を
申
し
出
た
こ
と
と
処

分
は
違
う
の
で
は
な
い
か
。
災
害
時
に

お
い
て
市
長
を
補
佐
す
る
副
市
長
の
役

割
を
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
、
給

与
を
減
額
し
、
そ
れ
で
済
ん
だ
と
い
う

こ
と
に
し
な
い
方
が
良
い
と
思
う
が
。

　
　
市
長
と
副
市
長
で
話
し
合
い
を
行

い
、
一
般
的
に
理
事
者
の
処
分
に
相
当
す

る
も
の
は
他
市
町
村
を
見
て
も
給
与
の

減
額
で
あ
り
、
副
市
長
か
ら
責
任
の
取

り
方
と
し
て
給
与
の
減
額
を
市
長
に
申

し
出
て
、
条
例
の
提
出
と
な
っ
た
。

　
　

今
回
の
副
市
長
が
さ
れ
た
行
動
は
、

地
方
公
務
員
法
の
懲
戒
処
分
に
該
当
す

る
の
か
。

　
　
副
市
長
は
特
別
職
の
た
め
、
地
方

公
務
員
法
は
適
用
さ
れ
ず
、
同
法
の
懲

戒
処
分
に
は
該
当
し
な
い
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
案
第
94
号　
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
者
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　
　
（
原
案
否
決
）

問答

　
新
た
な
小
学
校
づ
く
り
事
業
に
伴

う
債
務
負
担
行
為
の
補
正
等
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

こ
ろ
飯
山
、
瑞
穂
、
柳
原
、
外
様
、
岡

山
の
各
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
温
井

の
集
会
所
を
考
え
て
お
り
、
班
長
会
議

を
週
１
回
開
催
し
て
連
携
を
図
り
た
い
。

◎
人
権
政
策
課

　
　
条
例
制
定
の
趣
旨
や
内
容
に
つ
い

て
異
論
は
な
い
が
、
条
例
案
に
市
民
や

事
業
者
等
の
役
割
の
規
定
が
あ
る
の
で

慌
て
る
こ
と
な
く
、
地
域
か
ら
被
害
者

を
出
さ
な
い
よ
う
に
皆
で
取
り
組
も
う

と
い
う
意
識
を
市
民
に
伝
え
る
こ
と
が

重
要
に
思
う
。
そ
の
た
め
に
も
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
は
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
市
民
等
に
規
制
を
課
す
こ
と
や
罰

則
を
設
け
る
条
例
案
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
必
要
は
な

い
と
判
断
し
た
。
少
し
で
も
早
く
制
度
を

整
え
た
い
思
い
か
ら
今
回
提
案
し
た
。

議
案
第
96
号　
飯
山
市
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例　
　
（
原
案
否
決
）

問答

問 問

問

８
月
７
日
臨
時
会
開
催

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

市
の
基
本
的
な
政
策
な
ど
を
策
定
す
る

過
程
で
、
そ
の
趣
旨
、
目
的
、
内
容
そ
の

他
必
要
な
事
項
を
公
表
し
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
求
め
、
提
出
さ
れ

た
意
見
を
考
慮
し
て
意
思
決
定
を
行
う

と
と
も
に
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方

を
公
表
す
る
一
連
の
手
続
で
す
。

答答答答

答
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行
政
視
察
報
告　
議
会
運
営
委
員
会
８
月
２
日
〜
３
日

政新会 敬政会 日本
共産党

ゆきつ
ばき

輝けい
いやま 緑新会       絆

　

議

決

結

果　

髙

橋

達

幸

西

澤

一

彦

山

﨑

一

郎

髙
澤
富
士
子

吉

越

利

明

岸

田

眞

紀

荻

原

章

一

小
林
喜
美
治

山

崎

武

雄

髙

橋

春

三

村

松

正

勝

松

本

淳

一

常

田

徳

子

佐

藤

正

夫

上

松

永

林

渋

川

芳

三
議案等名 会議の

種類

令和５年度飯山市一般会計補正予算
（第 4号）修正可決に関する再議

再議は特別議決。賛成者が
３分の２以上（１１名）必要

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○
9/21の
修正議決
を否決

　令和５年度飯山市一般会計補正予算
　（第４号）修正案
　（臨時会で新たに提案されたもの）

委員会
※修正案についての賛否

修正可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ 長 議

長

本会議
※委員長報告についての賛否

修正可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ 議

長
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会派名
・
議員名

・「再議」は議長も含めた16名での議決となり、賛成者が3分の２　  
　以上（１１名）必要となります。
・「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。

◎９月臨時会での表決結果
○＝賛成　　●＝反対

新
た
な
減
額
修
正
案
を
可
決

　
９
月
21
日
に
議
決
さ
れ
た
令

和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
の
修
正
議
決
に
つ
い

て
再
議
を
求
め
る
旨
の
申
し
出

が
あ
り
、
９
月
28
日
の
臨
時
会

で
再
度
、
審
議
を
行
っ
た
。

　
再
議
の
場
合
は
、
議
長
を
含

め
た
16
名
に
よ
る
特
別
多
数
議

決
に
よ
り
諮
る
も
の
で
あ
り
、

９
月
21
日
の
議
決
に
つ
い
て
賛

成
10
名
、
反
対
６
名
で
、
賛
成

者
が
所
定
数
（
３
分
の
２
以
上

は
11
名
）
に
達
し
な
か
っ
た
た

め
９
月
21
日
の
議
決
の
と
お
り

決
す
る
こ
と
が
否
決
さ
れ
た
。

　
前
述
の
結
果
を
受
け
、
再
度

原
案
に
つ
い
て
予
算
決
算
常
任

委
員
会
の
審
議
に
お
い
て
、
３

名
の
議
員
か
ら
新
た
な
修
正
案

（
内
容
は
次
㌻
参
照
）
が
提
案

さ
れ
、
賛
成
11
名
、
反
対
４
名

の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　
今
臨
時
会
で
再
度
可
決
し
た

議
案
が
ま
た
再
議
さ
れ
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
別
の
予
算
執
行
に

も
影
響
が
あ
る
た
め
、
慎
重
審

議
の
結
果
、
新
た
な
修
正
案
を

可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

◇今回の再議の流れ◇

①9月22日市長から再議の申し出

③9月21日に可決した修正案を再
　度採決【賛成10名で3分の2に
　満たないため否決となる】

④否決により、原案を再度審議
　（予算決算常任委員会）

⑤議員から新たな修正案が提案される

⑥委員会で新たな修正案を可決

②申し出を受け、9月28日に臨時会
　を開催

⑦本会議において、11名の賛成に
　より新たな修正案が可決

市
長
か
ら
再
議
の
申
し
出　
９
月
28
日
に
臨
時
会
を
開
会

新たな修正案の採決の様子

石川県内初の電子採決を導入

○
石
川
県
白
山
市

＊
通
年
議
会
導
入
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト　

　

通
年
議
会
の
導
入
で
議

長
の
判
断
で
本
会
議
を
開
く

こ
と
が
で
き
、
機
動
的
、
弾

力
的
な
議
会
運
営
が
可
能
に

な
っ
た
。
審
議
時
間
は
十
分

に
確
保
で
き
る
が
、
定
例
会

の
節
目
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
、
メ
リ
ハ
リ
や
緊
張
感
が

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

○
新
潟
県
糸
魚
川
市

＊
閉
会
中
の
議
員
活
動
（
委

員
会
協
議
会
）

　

委
員
会
協
議
会
の
活
動

は
、
市
民
や
団
体
と
の
意
見

交
換
会
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

議
会
側
か
ら
現
状
を
把
握
し

た
い
と
お
願
い
し
、
開
催
の

数
か
月
前
に
協
議
し
て
決
定

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
当
議

会
が
進
め
て
い
る
市
内
団
体

と
の
意
見
交
換
会
と
同
様
な

の
で
こ
の
ま
ま
進
め
て
行
き

た
い
。

○
石
川
県
能
美
市　

 

＊
議
会
改
革
・
議
会
Ｄ
Ｘ
の

取
り
組
み

　

石
川
県
内
初
の
電
子
採

決
を
導
入
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
全
会
議
で
議
員
・
執

行
部
と
も
に
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
印
刷
や
製
本
、
差

し
替
え
の
負
担
軽
減
が
図
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
ウ
エ
ア
の
導
入
（LIN

E 
W
O
RKS

）
で
連
絡
、
日
程

管
理
が
で
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
廃

止
で
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

当
議
会
も
Ｄ
Ｘ
化
は
進
め
る

必
要
が
あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
の
検
討
を
す
る
必
要
を

感
じ
た
。

市長提出予算案（原案） ９月定例会修正案 今回議決した予算

○雪かき支援事業

雪かき支援員12名を令和
5年12月10日（2名につ
いては11月1日）から令
和6年 3月31日まで雇用
するための経費等
（41,783千円）

雪かき支援員 8名を令和5
年12月1日（2名につい
ては11月1日）から令和6
年 2月29日まで雇用する
ための経費等
（36,696千円）

雪かき支援員12名を令和
5年12月1日（2名につ
いては11月1日）から令
和6年 2月29日まで雇用
するための経費等
（39,582千円）

○家庭用小型除雪機等
　購入補助事業

家庭用小型除雪機等購入補
助金（3,000千円） 全額削除 同左

○絵本で育てるまちづくり　
　事業

寄贈絵本等の運搬及び講
演会等の開催経費　
（1,527千円）

寄贈絵本等の運搬経費
（1,026千円） 同左

○犯罪被害者等支援事業
犯罪被害者等の支援・助成
に要する経費　
（1,529千円）

全額削除 同左

○高齢者等玄関先除雪支援
　事業
○除雪支援隊推進事業

「民生費」に計上されてい
る予算を、「消防費」に計
上

「消防費」に計上された予
算を削除し、当初予算どお
り「民生費」に計上

同左

○再議となった令和５年度飯山市一般会計補正予算（第４号）について

◇村松正勝議員に対する懲罰の件について
　９月21日本会議の討論の場においての発言について、９月22日に３名の議員から懲罰動議が提出さ
れた。同日付で懲罰特別委員会が設置され、閉会中の継続調査とすることに決した。
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Data fi le

Reuse

事故発生件数 死者 傷者
9月末 19 0 22
前年同期 29 0 36

飯山市内交通事故件数【1月から累計】

交通安全の標語：思いやり  乗せて信濃路  咲く笑顔

飯山 木島平 野沢
温泉 栄 応援協定

区域
管轄
外

計
（件）

火 災 0 0 0 0 0 0 0
救 助 1 0 0 1 0 0 2
救 急 114 22 16 18 5 0 175
今月の標語： みのがすな　小さな火のもと　火事のもと

飯山市の気象【9月】

※データは長野地域気象観測月報による。観測地点は飯
　山地域気象観測所（小沼）。（　）内は平年比。

平 均 気 温 23.7℃ （  3.3℃）
最高平均気温 30.3℃ （  4.3℃）
最低平均気温 19.4℃  （  3.3℃）
日照時間月計 139.2時間 （ 99％）
降 水 量 月 計 35.0ｍｍ （ 28％）

■住民基本台帳人口 【9月 30日現在】

（　）内は前月との増減。住民基本台帳による
出生：5人　死亡：21人　転入：36人　転出：43人

男 女 総人口 世帯数
9,401人 9,870人 19,271人 7,922世帯
（ - 8人）（ － 1 4人） （ - 2 2人） （ - 5世帯）

市内空間放射線量測定値【9月】

施設名（地区） 測定日 天候 測定区分 測定値
飯山市役所（飯山） 9/27 曇 1m 0.05μSv/h
旧岡山小学校（岡山） 9/27 雨 1m 0.05μSv/h
各学校等の測定地点の数値は飯山市役所ホームページで確認できます。
測定値は参考値です。
※基準値（環境省）年間1ｍSv未満 ＝ 毎時0.23μSv未満

　不用な方から入用な方への物品の情報提供をして
います。ご連絡いただくと、掲載品登録者を紹介し
ますので、当事者間で交渉をしてください。なお、
品物の引き渡し後に生じた問題は当事者間で解決してください。
詳しくは、ホームページをご覧ください。

利融通情報（不用品の情報）
市民環境課 生活環境係 ℡ 67-0726

◆譲ります（一部有料）
農作物収納木箱 (多数 ) 鏡台① ソファー① ベッﾄﾞマット
レス① 車いすクッション① ゴルフクラブセット② 電撃殺
虫器② こたつ① スキーキャリア① 介護ベッド② 犬小屋
② ベビーロッカー① ソファーセット①　他９点

◆譲ってください
食品保存瓶 (小型 ) 羽釜 風呂釜 (石油 )　他4点

暮らしの情報掲示板 暮らしの情報掲示板

QRコードで
ホームページ
をチェック！

【ひとこと】　寒くなり 灯油の出番 気をつけて
灯油を移し替える際は、その場を離れないように
してください

燃えるごみ 燃えないごみ 計 プラスチック
9月 353㌧ 23㌧ 376㌧ 11㌧

前年同月比 91％ 79％ 90％ 85％

エコパーク寒川ごみ処理量【9月】

■毎月人口異動調査結果に基づく
推計人口【9 月 1 日現在】

男 女 総人口 世帯数
8,987人 9,441人 18,428人 7,164世帯

　「毎月人口異動調査」とは、5年毎に行われている国
勢調査の数値を基礎として、次の国勢調査までの期間、
県および市町村の人口、世帯数を自然動態（出生・死亡）
と社会動態（転入・転出）の数により推計するものです。
したがって、厚生労働省が行っている人口動態調査や住
民基本台帳法による人口等の数値とは異なっています。

飯山市の人口と世帯 

岳北消防本部出場件数【9月】

飯山市の観光交流
都市に関する最新
の観光情報をご紹
介していきます。

観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報

富山県    魚 津 市

　ミラージュランドは魚津市
内にある遊園地としてファミ
リーや子供に人気の遊園地
です。地元ではランドマークとなっている高さ66ｍの大観覧車から
は目の前に広がる富山湾と北アルプス立山連峰が一望できる大パノ
ラマをご覧になれます。また大人気５階層からなる木製立体迷路や
バイキングなど全部で16の楽しいアトラクションがあります。この
ほか園内にはバーベキュー場やふわふわドーム、乗馬体験ができる
ふれあい牧場も営業しています。また富山湾の魚が大集合している
魚津水族館やパークゴルフ場も併設しています。なお、大観覧車は、
全塗装工事のため、10月10日（火）から令和６年２月末（予定）
までご利用できません。ご承知ください。
■イベント　秋のうまいもん祭
 　　10月 28日（土）、29日（日）

入場無料、焼さんま無料ふるまい
（両日先着1,000名様）他色々企画

■営業時間　10時 00分～16時 30分
 　　（遊具は16時まで）
■入園料　　無料（アトラクション、プールほか施設利用は有料）
■休園日　　毎週水曜日（水曜が祝日の場合は翌日）
■アクセス　魚津 ICから車で約15分
■お問い合わせ　ミラージュランド　℡ 0765-24-6999
　　　　　　　　富山県魚津市三ケ1181番地１

　ダイバーがコスプレをして、水
族館２階の富山湾大水槽でお食事タイムを実施します。その他にも
館内では、期間中ハロウィン仕様の飾りつけをして皆さまをお待ちし
ています。また、貝殻を使ってハロウィンのキャンドルを作るワーク
ショップも開催します。いつもと違う魚津水族館をお楽しみください。
■期　間　10月 31日（火）までの土曜、日曜、祝日のみ
 　お食事タイム：１日２回（11：20、14：00）
■お問い合わせ　魚津水族館　℡ 0765-24-4100
   富山県魚津市三ケ1390 

楽しさいっぱい！

ミラージュランド

魚津水族館

ハロウィン
コスプレダイバー登場

魚津市
Uozu City

お知らせ

　企業の人材確保と新規学卒者等の就
職促進を目的として、令和６年３月新規
大学等卒業予定者、既卒者、若年者を
対象として、北信地域のハローワークが
合同で面接会を開催します。面接会への
事前のお申込みは不要です。持ち物など
詳しくは、長野労働局のホー
ムページをご覧いただくか、
飯山公共職業安定所へお問
い合わせください。

■日時 10月27日（金）
 午後１時30分から

午後 4時まで
■場所 シャトレーゼホテル長野
 大ホール（住所：長野市七瀬1-1）
■対象 令和６年３月新規大学等卒

業予定者、既卒者、若年者
■参加　北信地域の企業約 60社

北信地域

合同就職面接会
を開催します

　飯山公共職業安定所 ℡ 62-8609

QRコードで
ホームページ
をチェック！

QRコードで
ホームページ
をチェック！
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乳幼児健診・予防接種などのご案内

☆予防接種スケジュール自動作成機能など子育てに役立つ機能満載の「母子モ」をご活用ください。 ←アプリの
ダウンロード
はこちらから

　※新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点
　　から中止・延期となる場合があります

種　類 日付等 時　間 場　所 問い合わせ先 内　容

土曜日の証明窓口 毎週土曜日
（ただし祝日を除く）

午前8時30分～
　　　　　  正午

市役所１階
市民環境課窓口

市役所市民環境課
℡ 67-0726

・住民票の写し
・戸籍の謄・抄本
・印鑑登録証明書

いじめ電話相談

月曜日から
金曜日まで
（ただし祝日を除く）

午前9時～
　　　 午後5時

市役所１階 
相談室

いじめ相談専用電話
℡ 67-0742 いじめに関する相談

人権相談 午前８時30分～
　  午後5時15分 法務局飯山支局 法務局飯山支局

℡ 62-2302 人権に関する相談

人権福祉総合相談 午前8時30分～
　  午後 4時30分

いいやま人権福祉
センター

いいやま人権福祉セン
ター℡ 81-3101 人権に関する相談

飯山市
総合相談窓口

午前８時30分～
　  午後5時15分

市役所１階 
保健福祉課

市役所保健福祉課
℡ 67-0727 各種相談の窓口

家庭児童相談
教育相談

市役所１階 
相談室

市役所教育委員会事務局
℡ 67-0742 児童や教育に関する相談

女性相談 　̶ 相談専用電話
℡ 080-1080-9924 女性の皆さんができる相談

心配ごと相談 毎週水曜日
（要予約） 午前9時～正午

飯山市福祉
センター（本町）

飯山市社会福祉協議会
℡ 62-2840

相談員による心配ごと相談

総合相談   11 月 20日（月）午前9時～　　　　 午後3時

女性・人権・家庭・行政・法
律などに関して無料で相談。
午前11時から午後3時は弁
護士による法律相談あり。

出張年金相談   11 月 30日（木）午前１0時～　　　　 午後3時 飯山商工会議所
長野北年金事務所
お客様相談室
℡ 026-244-4097

年金に関する相談・各種手続
き・申請の受付（要予約）

各種窓口等のご案内

種　類 区　分 日　付 時　間 　内容・対象 等 場　所

乳幼児健診

４カ月児 １１月    １日（水）

受付：午後1時から
※対象者には個別でご案内を
　お送りします

・身長・体重測定
・医師による診察
　（月齢による）
・保健師との相談　など

 

飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

℡
６
７-

０
７
２
７

10カ月児 １１月    ８日（水）

1歳 6カ月児 １１月 １５日（水）

2歳児 １１月    ６日（月）

3歳児 １１月 ２２日（水）

　予防接種 個別の医療機関等へご予約いただき、接種をお願いします。接種ができる医療機
関など、詳しくは飯山市ホームページ、母子モをご確認ください。

ママサポート
プログラム

mamaとbabyの
しあわせトーク １１月    １日（水）午前１０時～１１時３０分※受付９時３０分～

出産後から生後１歳まで（お
誕生日月の月末まで参加可）
のお子さんのお母さんが対象
となります。母乳相談は予約
が必要です。その他は予約は
必要ありません。

※ママサポートプログラムの
内容は状況により変更にな
る場合があります

リラックス
　　　ストレッチ １１月    ８日（水）午前１０時～１１時３０分※受付９時３０分～

【学習】
離乳食のおはなし １１月 １５日（水）午前10時～１１時３０分※受付９時３０分～

健康相談・
　　　　母乳相談 １１月 ２２日（水）午前９時３０分～１１時

離乳食教室 １１月   ７日（火） 午後２時～ 令和 5年６月生まれのお子さん
の保護者の方が対象です。

２カ月児ママの会 １１月 ２４日（金）午後２時～３時30分 令和5年９月生まれのお子さんの
お母さんが対象です。

1 水 4 カ月健診・ママサポ

2 木 ・第 36回飯山市マレットゴルフ協会長杯市民マレットゴルフ大会（長峰）

3 金 ・第 44回飯山市青少年芸術祭「舞台発表の部」（なちゅら）

4 土

5 日 ・第 22回飯山 3複団体バドミントン大会（市民体育館）
・第 44回飯山市ジュニア駅伝大会（多目的グラウンド）

6 月 ・オレンジカフェ（まちカフェ 空楽） 2歳児健診

7 火 離乳食教室

8 水 10 カ月健診・ママサポ

9 木 ・秋の火災予防運動【15日まで】 受付時間 17：30～ 19：15

10 金
11 土
12 日 受付時間：8：45～正午

13 月
14 火 ・オレンジカフェ（柳原地区活性化センター）

15 水 ・冬季交流大会（予選）（屋内運動場） 1歳 6カ月児健診・ママサポ

16 木 受付時間 17：30～ 19：15

17 金
18 土

19 日 ・第 72回長野県縦断駅伝競走大会（松本市～飯田市）
・飯山雪国大学教養講座（飯山市公民館）

20 月 ・総合相談【42㌻参照】

21 火
22 水 3 歳児健診・ママサポ

23 木

24 金 ・廃食用油・古着の回収９：00～ 11：00（市役所西側車庫）
・市議会　招集告示（予定） 2カ月児ママの会

25 土
26 日 ・2023県フットサルリーグ 2部飯山ラウンド（第 6節）（市民体育館） 受付時間：8：45～正午

27 月
28 火
29 水 ・冬季交流大会（予選）（屋内運動場）

30 木 ・出張年金相談【42㌻参照】 受付時間 17：30～ 19：15

11月情報カレンダー

ママ会

   マイナンバーカード申請・交付・更新窓口（日曜・夜間開設日）
　要事前予約【市民環境課 市民係 ℡67-0726】　　

乳幼児
健診 ママ会

2カ月児
ママの会

ママサポート
プログラム

　　
税金など【納期11月30日（木）・口座振替日11月27日（月）】
固定資産税・都市計画税（３期）国民健康保険税（５期）介護保険料（８
期）後期高齢者医療保険料（５期）上水区域上下水道使用料（9・10月分）
CATV・インターネット使用料（１１月分）
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アメリカやイギリスなどから、サイクリングを楽しみに飯山に
お越しいただきました。（関連14㌻）参加者に話しを聞くと、
有名な観光地にはない「本格的な文化」を楽しみにしている
といいます。この飯山には、多くの文化財、お寺、祭りなど地

編集後記 
域の皆さんにより、色濃く伝わっています。海外を含め、多く
の方に飯山を訪れていただき、飯山が少しでも発展できるよう、
文化を取材し、SNS、テレビなど、各種メディアを通じ、飯山
の「本格的な文化」を発信していきたいと思います。（久保田）

わが家の人気者

　リンゴとブドウが好きだという匡くん。好きな
ものを尋ねると「しゃいんますかっと！」と元気
に答えてくれました。「そうしてー」と話は続き
ます。「きょうりゅう。しょべるかー。そうして、
しょうぼうしゃ…、そうして…」と好きなものを
一生懸命になり、教えてくれました。最近は、キッ
クバイクで遊ぶのがお気に入りです。
　このまま元気にまっすぐ素直に、そして誰と
でも仲良くなれるような子に育ってほしいとい
うのがご両親の願いです。　

　（ご両親：一矢さん、麻由さん）

柳原地区 ３歳 3 カ月

【左】姉の紗梛（すずな）ちゃん【右】姉の実央（みお）ちゃん

平田 匡
たすく

 くん

出演いただける２～ 4 歳ぐらいのお子さんを
募集しています。出演していただいた方には
写真をプレゼント。詳細は、市役所 事業戦略
課 情報政策係までご連絡ください！℡ 67-0724

このコーナーに出てみませんか？

いいやまの 地域おこし

地域おこし協力隊
地域活性化起業人の活動レポート Vol.37

最 線前

佐藤 有希さん 
Y u k i  S a t o

地 域 お こ し 協 力 隊
QRコードで
ホームページ
をチェック！

全国トレイルメンテナンスシンポジウム
in長野県飯山市

　日本国内には数えきれないほど
多くの登山道や自然歩道が存在し
ます。また近年は、歩く旅を楽し
むための「ロングトレイル」が各
地に整備されるようになり、信越
トレイルを含め国内外から訪れる
多くの人々に親しまれています。
　これらの道は、それぞれの地域
や団体によって維持管理されてい
ますが、自然環境への負荷、次世
代の担い手不足や資金調達、トレ
イル整備ノウハウや技術者の不足
等、次世代につなぐトレイル（登
山道）であり続けるために、解決
しなければならないさまざまな課
題にも直面しています。コロナ禍
を経てアウトドア活動に親しむ人
が増加する昨今、トレイル利用者
がハイキングや山登りを楽しむこ

とに加え、その道の整備活動につ
いても関心を向ける傾向が国内で
も見られるようになってきました。
そこで、国内外からトレイルの整
備に造詣が深い有識者を招き、持
続可能なトレイルメンテナンスに
ついて情報を共有し、未来のト
レイルの整備について考えるた
めのシンポジウムを開催します。
11/17（金）には、米国アパラチ
アントレイルの統括本部である
Appalachian Trail Conservancy
（ATC）と信越トレイルクラブの友
好締結セレモニーも実施する予定
ですので、皆さまぜ
ひお誘いあわせのう
えご参加ください !詳
細は信越トレイル公
式HPをチェック!

11月17日（金）
【飯山市文化交流館なちゅら】セッション 11月18日（土）

【なべくら高原 森の家】ワーク

開
催

佐藤 有希
Y u k i  S a t o

地 域 お こ し 協 力 隊

国
内
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
も
ト
レ
イ
ル
整
備
の

プ
ロ
を
お
迎
え
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！


